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は じ め に

兵庫県における自然学校事業 も瑕和63年 に開始されてからすでに 9年 を経 ました。その

中核施設 として平成 6年に開設 された南但馬自然学校は、ハー ド正日としての実施校の受け

入れだけでな く、ソフ ト面で もい くつ もの業務が言果せ られています。その一つが「 自然学

校における先導的なプログラムの有升究・FH発Jであ ります。 l当 イΠ馬自然学校ではこの業務

を遂行するために、校外からも学 F哉者の参力Hを Twぎ 、「プログラム右)F究委員会Jを細_織 して、

検討を重ね、その成果を自然学校のスローガンである「自然 。人・地域に学ぶJと いう表

題の冊子 として、毎年発表 してまい りました。本サはその三‖十日にな ります。

他府県で実施 している林問学校や海浜学校などは社会教育や保健・体育教育 という位置

付けであるのに対 し、兵庫県における自然学校の大きい特徴の一つは、それが学校教育の

一環である点にあ ります。実施校はそれぞれの学校の教育 日標に合わせて、自然学校の実

施のねらいを策定 し、それに対応 したプログラムを検討 してお ります。ある学校では「自

主性を高める」 ことを中′と、にプログラムを細み、またある学校では「連帯感を育てる」こ

とを目標に自然学校を実施 しています。わた したちは、こういった各校でのねらい 。目標

を′と、に入れつつ、「イ固IJ:的 ・主体的に生 きる人間の育成 を目指 し主かな心 と自ら学ぶ力 を

育む」 という観点から、プログラムの有,F究 に取紺_んでまい りました。

平成 8年度は、これまでとはいささか切 り口を変え、実施各校での応用ができやすいよ

うに、個々のプログラムをいわばモジュールとして提示 しました。 さらに自然学校での実

施例の多い「自然観察J、 「野外炊事」、「クラフ トJ、 などの事例 を参考に して新 しいプロ

グラムを考案 し、それを四つのキーワー ドに整〕qョ し、各校で採用 しやすいようにシー トの

形に編集 しました。

実施にあたる各校では、自然学校でのねらいや参加する児童・生徒の関心に応 じて、適

宜組合わせ、また、各校での創意、I夫 を加え、さらにこれまで刊行 しました‖け子の内容

も参考 として、 5泊 6日 の全体プログラムを作成 していただきたいと考えます。その際、

児童・生徒の主体1生 を活か して、できるだけ早い時期から子 どもたちにもプログラムつ く

りに参加 させることを期待 します。それは子 どもたちにとってより楽 しい自然学校 となる

ことでもあ ります。

プログラムにはこれが最高 というものはあ りません。南但馬自然学校でも、今後 もプロ

グラム研究委員会を中ッ亡、に、さらに研究・開発を進めてまい ります。

終わ りに、本冊子の執筆のみならず、あらゆる面でプログラムイlヴl究 にご指導を賜 りまし

た、プログラム研究委員会の委員の諸先生方に厚 くお礼申し上げるとともに、ご協力、ご

支援いただきました県教育委員会)務局義務教育課に対 して深 く感謝いた します。

平成 9年 3月

兵庫県立南但馬自然学校

校長 朝  日 稔
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I 兵庫の自然学校

1 自然学校成立の背景
兵庫県では、21 1Wf紀 を「調和ある共生の世紀」 とするため、「こころまかな人づ くりJを 工要施

策の一つ としてかかげ、さまざまな施策 を実施 している。この施策の推進にあた り、教育専 FH家 や

各界の有識者25名 による「こころ豊かな人づ くり懇i苦会Jが‖子イ和62年度に設市
~さ

れ、広 く県民が参

加する「こころ半かな人づ くリフォーラム」が F斤打催 された。その中から「児覧生徒の自然 とのふれ

あい、家族や友達、地域の人々との心のふれあいが、人間形成に大 きな意義がある」 という基本的

な考え方が提起 された。

幸い兵庫県は、山、海、川等変化に宮んだ自然味境に恵 まれてお り、この自然環境の中でさまざ

まな体験活動を行い、協力性や連帯感などの仲問意識を育み、深める機会を実現する意義は大きい。
こうした提言を受けて兵庫県教育委員会では、「明 日を担 うこころ豊かな人づ くりJを 推進する

ため、公立小学校 5年生全員を対象に、 5泊 6日 の期間、学習の場 を教室から豊かな自然の中に移

す「自然学校推進事業」を実施 してきた。 また、中学校においては、平成 2年度、 3年度の 2年問
の試行実施を経て、平成 4年度からは希望する学校が実施 している。

昭和63年度からの実施状況は、次の通 りである。

*小 学校は、平成 3年度から全校を対象に実施

*平 成 6年度は、兵庫県南部地震の影響 を受け、小学校12校、中学校 4校が中 lli

こうした自然学校が実施されるようになった背景 として、現代の子 どもたちは、物質的生活には

恵 まれているが、自然味境の変化や情報の発達に伴 う生活の変化等によって、自然や友達や地域か

ら学ぶことが失われる一方、学校においてもより効果的な知識の習得が重視 され、子 どもたちが実

際に体験 し、感 じ、考え、判断する過程が軽視 され、生 きた知識、生 きる知恵の不足が指摘 される

ような】犬況がある。

2 自然学校の現状
この自然学校は、子 どもが自然、人、地域社会 とのふれあいの中で、思いや りの心やた くましい

生命力を培い、学校 Ĺ活では得 られない体験 を通 して学習することをめざしている。試行実施を重

ね、今では関係者の努力によって、全小学校 と希望する中学校で実施 されるようになった。自然学

校の実施以来、自然にふれ、友達や先生、さらには地上_口文の人々とのふれあいを通 して、自立する心、
人を思いやる豊かな′と、が培われ、皆 と力を合わせてなしとげた時の満足感が味わえ、さまざまな体

験活動が実施できたと児童生徒・保護者・学校関係者から多 くの成果が報告 されている。

さらに、平成 6年 5月 に自然学校の受け入れ専用施設 として「兵庫県立南但馬自然学校Jが、山

東町の広大な自然の中に開校 された。

ここでは、子 どもたちへの自然学校 としての場の提供はもちろん、自然学校で学習する先導的な

プログラム開発や調査研究、自然学校指導者養成 としての各種研修及び県下各地の自然学校に関す
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年    度 H召和63年 度平成元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度

ガヽ 学 校 113 321 535 787 836 841 824 839 886

中 学 校 6 ７
ｒ 18 29 30 31 34

実
　
　
施
　
　
校 合   計 113 321 541 794 854 870 854 870 870



る情報の提供など、自然学校の中核的な役割 を果たしている。開校以来201校が自然学校専用施設

としての利点を生かして、ゆとりある1舌動を展開 している。

平成 6年度以降、南但馬 自然学校プログラツ、れ

'f究

委員会のまとめとして、冊子「 自然 。人・地域

に学ぶ」 を作成 し、各学校に配布 し、「ゆとりある活動」 を中心 に、数々の先導的なプログラムを

紹介 した。この冊子を基に、ゆとりある活動内容 を計画 し、子 どもの側に立った実施校独 自の工夫

されたプログラムを実施 した り、自然学校にテーマを設定 し、各活動内容に一貫性 をもたせる学校

が増力日している。

また、このたびの震災体験 を通 して、生命の尊厳や共に生 きることの大切 さが改めて認識 された

ところである。今後、自然学校の一層の充実を図るためには、これらの祝点を加えた り、自然 。人

・地域 とのふれあいを深め、感動体験を味わわせることがで きた りする新たなプログラムの開発・

実践や指導者の資質の向上を図る必要がある。

3 自然学校のねらい

自然学校は、学習の場を教室から豊かな自然の中へ移 し、子 どもたちが人とのふれあいや自然 と

のふれあい、地域社会への理解を深めるなど、さまざまな活動 を年間指導計画に位置づけ実施する

ことにより、心身ともに訓和のとれた健全な子 どもたちの育成を目的 としている。

とかな自然を利用 し、教科 という枠を超えて行 う合科的あるいは総合的な学習が期待 されている。

「豊かな自然Jと いう言葉には二つの意味がある。その一つは、自然が豊富で、変化に富み、その

偉大さや恩恵や厳 しさにふれることができる場所 としての豊かさであ り、二つ 目は、 5泊 6日 の期

間による自然 とのふれあいの時間としての豊かさである。ゆとりある期間の中で思いっきり自然に

ひたることが大切である。

このゆとりの中で実施される自然学校のねらいは、次の 3つ に要約 される。

ア 自然 とのふれあいや地域社会への理解を通 じて、学校では得がたい体験学習をする。

学校や日常の生活ではできないような学習を展開 し、その後の学校での学習に生かす。

五体 と五感を使 ってさまざまな体験活動 を行い、体験の幅を広げる。

自然環境によくふれあうことによって、自然に対する興味や関心 を育て、学習意欲を高める。

イ 集団宿泊生活を通 じて、人間的なふれあいを強め、お互いの信頼関係 を深める。

家庭を離れた生活を通 して、自主1と 、自立心や自律の精神等を養う。

生活全般にわたる共同生活を通 じて、他を思いやるやさしさや協力する心、友達同士の連帯

感を養う。

仕事の分担を通 して、自分の役割と責任の大切さを学ぶ。

ウ 自然の中での活発な活動 を通 じて、健康増進を図る。

自然の中で活発に活動することによって、身体の諸機能を発達させ体力を養う。

健康や安全確保に心がける注意力や関心を育てる。

規則正しい生活を通 じて、健やかな体と豊かな心を育てる。

これらのねらいは、各学校の教育 目標や実状 と関連づけて具体化 され、年間指導計画に位置づ

け実施 されることが必要である。

また、これらのねらいを実現 させるためには、これまでの野外活動にとどまらず、自然、人、
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地域そのものを教材 とした具体的で総合的な学習を進めることが望 まれる。

特に、中学校においては、これらのことに加えて、精神的に自立 しつつある生徒が、教師や友
達相互の人格的な交流を深める工夫が必要 となる。

活動方法においても、生徒の自主的、主体的な活動 を中心 とした、生徒の運営による自然学校
とするなど、小学校での自然学校の体験 を十分に活か したものとなることが望 まれる。

(地域探検 )

:サ.Tオ
,I・

ケケ

舞|.々齋嘔鰈転
!!|二寡絨慈腺よ
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4「自然、人、地域」とのふれあい活動内容例 (小学校)

自 然 に 学 ぶ

◎植物や昆虫の観察

◎パー ドウォッチング

◎水中生物と水質調査

◎太陽や星の観察

◎ ミクロの世界の観察

自然 か ら創 る

◎竹の食器づ くり  ◎火おこし

◎おもちゃの手づ くりや草笛遊び

◎単箱づ くり  ◎木の枝細工  ◎葉脈 しおり

自然 に親 しむ

◎山某採 り

◎川遊び (水遊び)

◎自然観察ゲーム

◎自然散策

◎アドベンチャーゲーム

自

然

と

の

ふ

れ

あ

い

自 然 を 守 る

◎枝打ち

◎川の水質調査

◎牛乳パックのはがきづ くり

◎生態マップづくり

ぶ学庁Ｖ】
人

◎グループ活動    ◎係、当番活動

◎家族への手紙    ◎自然学校学習発表会

◎自然学校絵本 (新聞)づ くり

共 に 生 き る

人

と

の

ふ

れ

あ

い

◎友達や先生との共同生活 ◎清掃活動

◎スタンツ練習     ◎野外炊飯

◎自然学校ファイヤー  ◎ゲー トボール交流

◎お年寄 りへのはがき  ◎テント泊

◎課題解決ゲーム

自
　
殊
小　
学
　
校

地 域 に 学 ぶ
◎民話 方言調べ

◎史跡めぐり

◎民家訪問

◎地域産業の体験

◎郷土芸能体験

◎福祉施設訪問

地域 に親 しむ

◎地元を巡るウォークラリー

◎郷上の昔の遊び    ◎地域カルタの大会

◎地域における買い物体験

◎招待模疑店 (地元との交流 )

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自
主
性

・
自
立
心

・
連
帯
感
の
育
成地

域

と

の

ふ

れ

あ

い

地域に奉仕する
◎花壇づ くり   ◎草木のプレー トかけ

◎施設内植樹活動 ◎施設内及び周辺の草取 り

◎川や施設周辺の清掃活動

-4-



「自然、人、地域」との心、れあい活動内容例 (中学校)

自 然 に 学 ぶ

◎植物や昆虫の観察

◎バードウォッチング

◎水中生物と水質調査

◎太陽や星の観察

◎ ミクロの世界の観察

自然 か ら創 る

◎竹細工

◎火おこし

◎ハンモックづ くり

◎紙づ くり

◎巣箱づ くり

◎木の枝細工

自然 に親 しむ

◎山菜採 り

◎川ウォッチング

◎自然観察ゲーム

◎自然散策

◎アドベンチャーゲーム

自

然

と

の

ふ

れ

あ

い

自 然 を 守 る

◎枝打ち・下草刈 り   ◎川の水質調査
◎牛乳パックのはがきづくり
◎生態マップづ くり   ◎大気の汚れ調べ

◎酸性雨づくり

人 に 学 ぶ

◎グループ活動

◎家族への手紙

◎自然学校新聞
ア
D‐

‐
くり

◎係、当番活動

◎自然学校学習発表会

共 に 生 き る

人

と

の

ふ

れ

あ

い

◎友達や先生 との共同生活

◎スタンツ練習

◎自然学校ファイヤー

◎お年寄 りへのはがき

◎清掃活動

◎野外炊飯

◎ゲー トボール交流

◎テント泊

自
　
然
小　
学
　
校

地 域 に 学 ぶ

◎民話、方言調べ

◎史跡めぐり

◎民家訪問

◎仕事体験

◎地域産業の体験

◎郷土芸能体験

◎福祉施設訪問

◎地域のくらし発見

地域 に親 しむ

◎地元を巡るウォークラリー

◎マラソンウォーク    ◎地域カルタの大会
◎地域における買い物体験 ◎わらじウォーク

◎招待模擬店 (地元との交流)

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
活
動
を
通
し
て
自
主
性

・
自
立
心

・
自
律
の
精
神

・
連
帯
感
の
育
成

地

域

と

の

ふ

れ

あ

い

地域に奉仕する

◎花壇づ くり    ◎草木のプレー トかけ

◎施設内植樹活動  ◎施設内及び周辺の車取 り

◎川や施設周辺の清掃活動

◎地域へのボランティア活動

-5-



Ⅱ開発 した活動例

◎ 今年度の取り組みについて
当校のプログラムイl汗究委員会は、平成 6年度は、小学校のプログラム開発に取 り組み、「ゆと

り」をプログラム作成の基本に据え、環境教育を重視 したプログラムや多様な体験 をさせるプロ

グラム、個々の子 どもたちの心身の状況や能力に応 じて段階的に指導するプログラム等、先導的

なプログラム例を作成 した。平成 7年度は、主 として中学校のプログラム開発に取 り細_み 、自主

性、自立心や自律の精神、自治能力を養う観点からプログラム例を作成 した。作成 したものは、

年度ごとに「自然・人 。地域に学ぶJと 題 して lT}子 にまとめ、県下の公立小中学校、教育委員会、

野外活動施設等に配布 し、自然学校プログラムの方向性 を示 してきた。その結果、各学校の自然

学校プログラムは、活動 を精選 したゆとりあるプログラムにな り、そのゆとりの中で、一つ一つ

の活動にじっくり取 り組む姿がみられ、教師 も子 どもも、共に自然学校 を楽 しみ満足感を味わう

ことができるようになってきた。また、学習 (活動)形態において も、従来の一斉指導の形から、

小 グループで活動する形や子 どもたちが活動を選択する形へ と変わ り、充実 しつつある。

今年度は、今 までにF十日発 された活動について

(1)実際に、教師や児童生徒が使いやすい活動資料 (活動 シー ト)を 開発 し、 5泊 6日 のプロ

グラム作成に児童生徒が参画 しやすいようにする。

(2)基本的な活動例やいろいろな活動方法を提示することにより、それを基にその学校に合っ

た活動が開発 された り、活動方法が選べ るようにし (活動開発の手引 きとして)、 教師や児

童生徒の創意I夫により、各学校が特色あるプログラムによって自然学校を展開で きるよう

にする。

の 2点 をねらいとし、次のような方法 と視点で活動を開発 した。

○ 方法

自然学校の中でよく行われる、自然行夕し察等の「みるJ活動、野外炊飯等の「たべる」活動、

木の枝細I等の「つ くる」活動、ハイキング等の「うごく」活動の四つのカテゴリーに分類 し

てまとめた。

o キーヮー ドを用いた開発の視点

(※  なお、使用 したキーワー ドのうち、特に「みる」 は「観るJを 、「つ くる」は「創る」

の文字を用いた。理由はそれぞれの説明を参照)

。 「みる (観 る)」 → 単にものを日で「みるJだけでな く、広 く五感 (触 る、嗅 ぐ、味わ

う、見る、聴 く)+α (情感)を使 って観察する意味を重視 した「観

るJI舌動 とする。

・  「たべる (食べる)」 → 自然の中で採集できる食材を利用 した り、食物の歴史や食文化

を意識で きる「食べる」活動 とする。

。 「つくる (創 る)」 → ただ単に物を「作る」だけではな く、作る過程を通 してより創造

力を養 う「創るJ活動 とする。

・  「うごく (動 く)」 → 能動的に身体 を動かし、自然 との関わ りあいを深めなが ら、野性

味を育てた り、総合的な体力の育成や仲間づ くりがで きる「動 く」

活動 とする。

キーヮードから開発 した各活動を、「活動シー ト」として作成した。その活動シート、「観る」

「食べる」「創る」「動 く」のそれぞれの活用の仕方については、「活用にあたって」で述べてい

るが、これら開発された活動を基に、各学校で、教師と子どもが一緒になって創意工夫して、各

学校独自の楽しい自然学校が実施されることを期待する。
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¬「観る」活動
(1)ピ ッタンコ !

121 見るだけクッキング !

13)さわってビンゴ !

141 みんなでさがそう !

151 さわってさわってなんでしょう !

16)自分の香水をつくろう !

17)かいで、におってなんでしょう?
181 味わつて当てよう

(9)食べものをさがそう !

10 水に置いてみよう !

9つ あてこすり大会

9り めくってビンゴ

00 とび方いろいろ、自然のふしぎ

90 1枚の絵

90 音をつくってみよう !

00 火でためしてみよう !

9⊃ 足元注意 !

90 ふしぎ、きれい、なるほど…音いろいろきいてみ隊



◎「観る」活動の活用にあたって

かつては、すメクジやウナギ、カエルの卵などに触れることにより、ヌルヌルという感触を感 じた

り、アケビのあまい味を感 じたりと、五感を通じて体験する機会に恵まれていた。そして、ナメクジ

を見ただけで体験 しているヌルヌル感が想起され、気持ち悪いと感 じたり、登山中にアケビを見つけ
ることであまい味が想起され、飢えや疲労を癒そうと、それをとって食べるという次の体験が生まれ
てきた。

それは、「ヌルヌル」「あまいJ等を、触覚・嗅覚・味覚・視覚・聴覚の五感を通 じて感 じ、それに

「飢えJ「渇きJ「疲労J等の、情感力渤日わった体験を繰 り返すことで、より豊かな生活を創 り出して

きた。

ところが、情報化社会の現代にあって、視覚・聴覚を使っての体験の機会は多いが、触覚・嗅覚・

味覚を使った直接体験や、その体験からわきだした情感による体験はできていないのが現実である。

自然学校はこれらの体験をさせるのにふさわしい場であり、自然学校で行われる活動の中に、五感
を使って自然を体感 しながらじっくり味わう活動を意図的に取 り入れることが必要であると考えた。

開発にあたり、五感+α (情感)を通 じた体験を、より深 く自然に関わるという観点から「観る」
という言葉に換言 し、「触って観るJ「味わって観るJ等、そこからイメージする活動を具体化 した。

ここに示 した活動シー トは、実際は、おもてに活動のイメージイラス トを描 くことで、活動のイメ
ージを呼び起こし、うらには、子どもたちの様々な反応に対応できる資料編として、まず五感からイ
メージできる言葉とその具体物名、次に材料を、さらに活動できる季節、場所、人数、そして、安全

上の諸注意とルールを記 した 1枚 もののシートとして作成 してある。 (こ の冊子では、紙面の都合上、
おもてを上に、うらを下に 1ページで表 している)

〔活用の方法〕

まず、指導者 (教 師)は、子どもたちに示す幾つかのシートを、ここに示 した活動シー トを参考に

作成 しておくことが必要である。その時、子どもが興味や関心をもち、その自由な発想を生かせるよ

うなゲーム性を持ったシー トとして作成することで、活動の場の選択をより豊かにすることが出来る。
では実際に子どもに示す、シー ト活用の具体的な手順の一例を紹介する。

(子 どもの動き)                (教 師の動き)

(1)

(2)

活動シー トを見て選択する。

活動するためのルールや必要な材料

について話 し合 う。

実際に活動する。

活動を振 り返 り、より楽 しい活動 と

なるための話 し合いを行 う。

新 しい活動 を展開する。

(3)

(4)

(5)

(1)

(2)

(3)

(4)

興味や関心を起こさせる。

資料編を参考に話 し相手 とな り、安全面や達成

のポイントについてア ドバイスをする。

活動の様子をみる。

資料編 を参考に話 し相手 とな り、子 どもたちの

新 しい発想をより具体化するための支援を行 う。

子 どもたちの考え出した活動 をシー ト化する。(5)

〔留意点〕

(1)活動開始時には、子どもたちにはおもてだけを見せて活動の概要をとらえさせ、可能な限り子

どもたちの考えでゲーム化させる。その際、うらの資料編に意図された活動内容と異なった発想

が生まれたとしても、指導者はそれを認めることに留意する。

(2)新 しい活動の展開を図る場合は、伝承されてきた遊び等をアドバイスができると、その活動は

先人の体験によって精選された活動であるため、自然の中で活動するに相応 しい内容となり、子

どもたちに興味や関心を想起させやす くなる。

(3)ま た、このような過程を経て創 り出された新たな活動例には、時期、場所、人数、子どもの更

なる発想等に合わせてどんどん変化 していく柔軟性をもたせることが大切である。

ここに示 した活動例は、そのためのきっかけづ くりであり、各指導者の創意工夫が望まれる。
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遊 んでみるピ ッ タ ン コ !

？

”

「どれとどれがいっしょのものでしょうか。」

資  料―

基本的には、どんな物を利用 してもよい。

色、形、大 きさ、触った感 じなどを採集するときの観点 とする。

(見分けのつ きにくいもの)

(イ
アァ1)
トチの実 とクリの実、モ ミジの葉 とカエデの葉、マツの葉 とスギの葉 とヒノキの葉

マツの実 とスギの実、アヤメの花 とショウブの花、ツバキの花 とサザ ンカのイと、

ミミズとすメクジ、バ ッタとカマキリ、コイとフナ、イモ リとヤモ リなど

○材 料

自然物 (資料参ЛR)

自然物が入る大 きさのふたのある箱

○季 節

春～秋

○場 所

野山

○人 数

1グループ 5～ 10人

○諸注意

・ 危険な場所、危険な物は避ける。

・ 見分けのつ きにくい物 も取 り入れる。

(初級 )

・ 草花、木の実、木の業、見虫などの自然物

を同 じ種類につ き、二つずつ採集する。

・ 採集 したものを箱に入れ、ふたをし、広場

にばらばらにおしヽて置 く。

・ 箱の裏には、同種類の物に同 じ印 (名前が

わかれば名前)を いれて答えがわかるように

する。

・ 別のグループは、 1人 1回 2箱ずつのふた

を開ける。

・ 箱の中身が同じ種類の物なら続けて行 う。

・ 異なる種類の物なら、次の者 と交替する。

・  得点などを決めて、グループで競 う。

(中 。上級 )

・  見分けのつ きにくいものなどを取 り入れ、

活動 を高度化 してい く。

○ ル ー ル
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見るだけクッキング !

見てみる

さわってみる

―
一

|

ド

|

|

11

早 く

―

 ・

＼

私
，／

W

「自然の物を利用 して楽 しいクッキング、で も見てるだけ①」

資  料 一
　

吟

↓

↓

↓

↓

↓

吟

ごはん

めん類

白い花、わた、タンポポの花、白い砂など
ススキの穂、ササの来、ツクなど

落ち来、石、上、木の枝、木の実など

イヌタデなど
ヨウシュヤマゴボウの果実など
ハス・サ トイモ・フキの来、平たい石など
イタドリ 。フキの葉など

その他 →いろいろな木の実

ス

来
飯

一
皿
プ

ユ
　
　
　
ツ

野
赤

ジ

お

コ

ガマ ズ

ネズ ミ

ピラカ

ヤブコ ど

，

　

な

色

，
，

，

灰
栓

赤

赤

く

く
ぐ

て

テ
サ
ジ

ミ

モ

ン
ウ

O材 料

自然物 (資料参照 )

Oル ール

○季 節
春～秋

グループで相談 し、どんな料理をつ くるか

決める。

その料理の材料にふさわしい色、形の自然

物 を採集する⑤

採集 したものを切 った り、練った りしなが

ら盛 り付ける。

全グループが盛 り付けられたら、コンテス

トをする。

見た目だけでな く、臭いの似たもの、触 っ
た感 じの似たもの等へ高度化 してい く。

○場 所
野山

○人 数
1グループ 5～ 10人

O諸注意

・  かぶれる木やハチ等に気 をつける。
・ 採集 したものを絶対国に入れた りし

ない。
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ふれてみるさわつてビンゴ !

0_0
υ 器ヽ

C
O
0

00

00

1↑ 0。

1

勁彩⑥◎ノ

巧フ手ク,

iソ〕しフ)レ

ス

′じ
ヌ
′じ

亀

か
ｅ
　
´

。

ワ

９

７

ヮ

ｍ

赳

「さわったものを箱の中にならべてビンゴをしようJ

―資  料―

ッル ツ ,レ

ザ ラザ ラ

テ クチ ク

サ ラサ ラ

ヌ ル ヌ ル

フ ワ フ ワ

ベ タベ タ

→ アオキの葉、イワカガミの葉、ササの葉、木の実など

→ イネ・ススキの葉、スギ・マツの木肌、石など

吟 アザ ミの業など

→ 砂、乾燥 した土、火山灰、かわいた落ち葉など

→ 粘土層の土、木の実の腐食 したもの、コケ類など

→ ヤナギの芽、タンポポの種子、腐食 した木、キノコの傘など

→ 樹液、濡れた土、キノコの笠の表面など

○材 料

自然物 (資料参Лξ)、 ビンゴ用の箱

○季 節

春～秋

○場 所
野山

○人 数

1グループ 5～ 10人

○諸注意
・ 危険な場所、危険な物は避ける。

・ 終了後は、必ず手を洗う。

(初級 )

・  9個 に仕切 られた箱をグループに一つずつ配

る。

・  「ツルツル」「ザラザ ラ」などが書かれたカ

ー ドを順番にひいていき、箱の中の左上の枠か

ら順に、底に敷いてい く。

・ 九つの枠が全部カー ドで敷 き詰められるまで

続ける。

・ 一斉に採集を開始 し、縦、横、斜めいずれか

の枠が並んだ時点 (ビ ンゴ)で帰って くる。

・  1箱 の中に、同じ種類のカー ドが 2枚以上敷

かれている場合、その数分の種類 を集める。

(中
。上級 )

・  「ツルツル」 しているもので、違う種類のも

のを 9種類集める、枠を16枠 に増やすなどして

高度化 していく。

ル
‐
―

ル
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みんなでさがそう !
ふれてみる

｀`ノ

ノし
いノ

ノと″

」
●

お

■

υ

→子 避

′

石

ヽ

/

4オ イ

判
【

，

氏 ＼
じ

Ｄ

「ふれて感じる吉葉を言おう !」「その言葉に感じるものをさがそう !」

―資   料

ッアレッル

ザ ラザ ラ

↓

吟

サラサラ 中
ヌ ル ヌ ル →

フワフワ →
ベ タベ タ →

アオキ・イワカガ ミ・ササの葉、木の実、ヤツデ、ツバキ、貝の裏など
スギ・マツの木肌、イネ・ススキ・ムク・ケヤキの来、石、溶肴、
波に削 られた石、カナヘ ビなど

砂、乾燥 した土、火山灰、かわいた落ち茉など

粘土層の上、腐食 した木の実、ナメコ、コケ類、ジュンサイ、ウナギ、フナ、
ドジ ョウ、ナマコ、海渫など

ヤナギの芽、タンポポの種子、腐食 した木、キノコの笠、鳥の胸毛、ワタなど

樹液、滞れた上、キノコの傘の表面、マツやに、す りおろしたヤマノイモなど

○材 料

自然物 (資料参照 )

○季 節
春～秋

○場 所

野山

○人 数

1グループ 5～ 10人

○諸注意

・ 危険な場所、危険な物は避ける。
・ 終了後は、必ず手 を洗 う。

○ ル ー ル

(初級 )

・  1人 が「ツルッルJ「ザラザ ラJな どの苦業
を言い、スター ト合図からゆっくりと「20J数
える。

・ 数えている間に、その吉来にふさわしい自然

物 を全員が ^つ ずつ探 して くる。
・ 持ち寄 った物を全員で触 り、触れた感 じが最

もその言葉に近かった人を選び認め合う。
・  全員が 1回 は言葉を苦 う。

・ 持 って来れない物については、その場所 まで

行って確かめる。

(中 ・上級 )

。 「ツルツルする物のある場所J◆「ザラザラ

した物のある場所」→ というふうにコース図を

作成 し、ラリー形式にするなど発展させる。
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ふれてみるさわつてさわつてなんでしょう

だ
。

ハ
９

ｂ
（

,

30■)｀ F爾ヨきわってみ可を当てすLょ つ。_

/

〕

/オ

/

さ/ム )かとら?
1/

..,″
″イr

0

「30秒 問さわって名前を当てましょう。あまり強 くさわるとあぶないぞ !」

資  料

ヌル ヌ ル

チ クチ ク
ツベタツベタ

ッ ル ツル

ザ ラザ ラ

熱 い

冷たい

→

→

→

→

→

→

→

ナメクジ、ウナギ、カエルの卵、 ドジ ョウ、ナマズ、ヒル、水草、苔、ヘ ドロ、

粘土など

クリ、ノイバラ、ヒイラギ・マツの葉など

マツやに、モチツツジ、たたいたモチノキ、むしたモチゴメなど

石、ツバキの葉、サルスベ リなど

石、木肌など

焼けた石、砂浜の砂など

夏の清水、石、上、雪、氷、つ ららなど

O材 料

自然物 (資料参照 )

ブラ ックボ ックス

○季 節

オールシーズ ン

O場 所

野山

○人 数
1グループ10～ 15人

O諸注意

・  ウルシ等かぶれるものは避ける。

・ 触った後は、必ず手を洗 う。

(初級 )

・ 動かない自然物 3～ 5種類 を箱の中に入れて

おき、手で触 りなが らそれぞれ何か当てる。

(中級 )

・ 動 く自然物を必ず 1種類入れる。

(上級 )

動 く自然物を 3～ 5種類入れる。

※ 自分たちで中に入れる物を探 し、グループ対

抗で当たった得点を競 うなどゲーム化 していく。

Oル ール

一-12-一



自分の香水をつくろう !
かいでみる

υ

▼

/

/

キヽ

ド
上

イ に

――

――

――

″

「においのするものをさがそう!J「手にとってかいでみよう !」

資  料―――

。
キ
イ
腐

・茎

↓
↓

↓

枝

花

実

の

の
の

木

木

木

土

葉 吟 マツ、スギ、 ミズメ、クロモジ、クスノキなど
ンモクセイ、モクレン、ツバキなど
チ ョウ、サ ンショウ、ヤマボウシなど  ・ 海藻  →アオサ、ワカメなど
葉土など               oそ の他 →コケ類、動物の糞など

野草の花   → アヮダチソゥ、ュ リ、ヒガンバナなど
野草の葉や茎 → ドクダミ、シソ、ヮサ ビなど
野草の実   → ヘクソヵズラ、ノイチゴなど
キノコ 吟 マツタケ、ス ッポングケなど

○材 料

自然物 (資料参照 )、 ミキサー、
ナイロン袋 (ビ ン)、 水

○季 節

春～秋

○場 所

水道栓に近い場所、電源のある所

○人 数

1グループ10～ 15人

○諸注意

・ 危険なものは逆ける。
・ 終了後は、必ず手 を洗 う。

各自が自分の好みの匂いのするものを探 し集
める。

各自が匂 いを嗅ぎなが ら、自分独 自の香水を
作 ってい く。 (ミ キサーで混ぜ、ガーゼに くる
んで絞ると香水 らしくなる)

出来上がればナイロン袋やビンに入れ、呑水
名と説明文 を考え作品につける。

全員の香水 を並べてみんなで審杢する。 (グ
ループ単位で行 うときは、自分で香水名を言っ
てから説明する)

どの香水が好 きか=どんな匂いが好 きかとい

う比較から、身の回 りの匂いについて考える。

○ ル ー ル

-13-



かいでみるかいで、におつてなんでしょう?

サ

／

／

／

を

⌒な　か）

石 ゝ

回□醗

ゼ

ノ
戸
~~

回固国図回

？

・

？

・

「においをかいで、それ力X可かを当てるゲーム。」

‐資  本ト

葉  →

呆実 →

樹皮 →

花  →

ヨモギ、パセ リ、クスノキ、ヒノキ、ササ、ヘクソカズラ、クサギ、ゴマキ、クロモ

ジ、セ リ、ワサ ビ、ウコギ、ウ ド、ハーブなど

ミカン、キンカン、レモ ン、 リンゴ、カキ、カリン、サクラ、ウメ、モモ、イチジク、

サ ンショウ、イチ ョウなど

マツ、ヒノキ、スギ、クヌギ、サ クラなど

サクラ、ウメ、ボケ、ジンチ ョウゲ、バラ、タンポポ、ボタン、シャクヤク、ユ リ、

キンモクセイ、ギンモクセイ、ツバキ、サザ ンカ、スイカズラなど

○材 料

自然物 (資料参照 )、 日隠 し用タオル、

自然物カー ド、ビニール袋

○季 節

オールシーズ ン

○場 所
里r'山

○人 数
1グループ10人

○諸注意
・ 勝負にこだわらず、嗅いだ後の感想

をみんなで確かめ合うことを大切にす

る。

自然の中から、いろいろな匂いのする物を集

てきて、目隠しした人にその名前を当てても

う。

名前がわからない場合 もあるので、予め名前

を書いたカー ドを何種類か用意 してお く⑤

初めに嗅いだ物を覚えておいて、多 くの物の

中からそれを嗅 ぎ当てる。

袋に何種類か匂いの異なったものを入れてお

き、その数を嗅 ぎ分ける。

グループ対抗で、 1人一つずつ嗅ぎ当てるな

どゲーム化 してい く。

匂いのきつい物、匂わない物、好 きな匂い、

いやな匂いなど話 し合 う。

○ ル ー タレ

め

ら

―-14-―



味わって当てよう 味わってみ る

゛

団□9図□曰0も

・ プ
.

「 このカクテルジュースの中心の味 をスプー ン 1杯で当てて くだ さい。 (飲み込 まないで )」

資  料―

あまい

すっぱい

しぶい

からい

にがい

しょっt∫しゝ

えぐい

○材 料

自然物 (資料参照 )、 おろし器 (ミ キサー)、

コップ、スプーン、水、名前 を書いたカー ド

○季 節

オールシーズ ン

○場 所

水道栓のある場所

○人 数

1グループ 6～ 10人

○諸注意

・ 最初少 しだけ□に含 ませる。
・ 舌 を激 しく刺激するものは避ける。
・ 飲み込まないで吐 き捨てさせ、必ず

うがいをさせる。

→ 呆実、スイカズラ・ツバキ・アカツメクサの賓、サ トウキビなど
→ スイバ、イタ ドリ、ウメなど
→ シブガキ、グミなど
→ ダイコン、コショウ、ラッキ ョウ、サ ンショウ、 トウガラシなど
吟 ダイコン、フキ、ヮラビ、ゼンマイ、セ リ、セ ンブリなど
→ 海水、ヌルデの実など
→ 古いジャガイモ、熟 していないクリなど

○ ル ー ル

(初級 )

自然物 を 2～ 3種類使 って、水を加えてジ
ュースにする。

スプーン 1イイミ分を国の中にふ くみ、用意 さ
れたカー ドの中から何が入っていたかを当て
る。

(中級 )

同一の味がするものを 3種類用意 し、中身
を当てる。

(上級 )

異なった味がするものを 5種類用意 し、中
身を当てる。

自分が感 じた味 を「あ まいJ「す っぱいJ

など言語化することによって′ァプ`類 してい く。
舌で触れた感 じも大切にして言言千化 しなが

ら更に分類する。

-15-



味わってみる食べものをさがそう !

/、 蝸
O

△
つ

θ

ρ

//V
ハ/ ハ

◎  ⑥

「食べられそうなものをさがそう 1」 「舌で感じてみよう !」

資  料―――――一一――――一――一――

木の実  吟 クリ

木の芽  吟 サ ン

野草   → フキ

野車の茎・根 → サツマイモ、ジャガイモ、ムカゴなど

薬草   → センブリなど

キノコ  → スギヒラタケ、シイタケ、ハツタケ、マツタケなど

海藻   → コンブ、ワカメなど

貝   → ハマグリ、シジミなど

キ

ウ

モ

カ
一　
ョ
ョ

ヽ
ンヽ
　
ヽ

、グミ、アケビ、モ ミジイチゴ、サルナシ、マタタビ、ガマズ ミなど

など

ギなど

○材 料

自然物 (資料参照 )、 ナイロン袋、皿

○季 節

春～秋 (実 りの秋がふさわしい)

○場 所

野山

○人 数
1グループ10～ 15人

○諸注意

・ 採取 した自然物が食べられるもので

あるかを、必ず指導者は点検 しておく。

○ ルール

・  各 自が 自分で食べ られそ うな ものを探 し、集

める。

・  集めた ものをよ く水洗い した後、皿 に盛 り付

ける。

・  全員が、すべ ての味 を体験す る。

・  みんなが審査員 とな り、特 に印象 に残 った も

の を選 び認める。

・  食べ られるものの素材 を吟味 して どう調理す

るか、食べ られない ものの活用法がないかなど

をみんなで話 し合 う。

-16-



水に置いてみよう !
つかべてみる

七

准憩もの
人次 て

み 子 フ,
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「浮きそうなもの、沈むものをさがそう !」

―資  料―一―一―――一―――一――――――一―――

軽石  →

枯れ木 →

動物  →

葉   →

昆虫  →

溶岩が急に冷えた石で水に浮かぶ
広葉樹、針葉樹の枝が折れて乾燥 したものなど
鳥の羽、タヌキやキツネの毛、乾燥 した動物の糞など
植物や樹木の葉
※ マツの葉は浮かべると油を出して動 く

ササで舟をつ くって浮かべる
浮かんで泳 ぐ虫や沈む虫など

○材 料
自然物 (資料参照)、 水槽、水

O季 節

オールシーズ ン

○場 所

野山、池、川

○人 数

1グループ10～ 15人

O諸注意

・ 危険なものは遊ける。
・ 池や川などで行 う場合は、安全に十

分留意する。

○ルール

・  各 自が 自分で水 に浮かべ させ たい もの を集
める。

(初級 )

・  各 自の集めた もの を水槽 や池で浮かべて観
察す る。

・  浮 き方、沈み方で特 に印象 に残 った ものを

選 び、みんなで認 める。

(中級 )

。 なぜ浮かぶのか、沈む もの を浮かす方法 は

ないかな どについて考 える。

(上級 )

● マ ツの葉、ササ舟 な どについては動 くこと
の不思議 に気づ き、その利用法 について考 え
る。

-17-



こすってみるあてこすり大会
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「こすってみると何かが出てくるぞ。」

―資  料

におい

クÅ(イ L

培=

葬(

拓本
色

→ ドクダミ、シソ、クサギ、ヨモギ、ショウブ、ヘクソカズラなど

→ 石英など

→ 貝、クル ミ、数珠玉 と数珠玉、小石 と小石、木 と糸など

→ 木 と木、石 と石など

→ 石、樹皮など

→ 石など

○材 料
自然物 (資料参照)

○季 節

オールシーズ ン

○場 所

野山

○ 人 数

1グループ 3～ 4人

○諸注意
・ 植物、石などさまざまな種類の物に目

を向けさせる。

・ 匂い、音など目的をもって採集させる。

(初級 )

・ こするとにおいの出そうなものを採集 して

試 してみ る。

(中級 )

こするとにおいの出そうなもの、音の出そ

うなものなど 2項 目について試 してみる。

(上級 )

・  項 目を増や してい き、それぞれについて試

してみる。

○ ル ー ジレ

※

※

一つ一つの活動 を大切にするため、発見 し

たことは紙に記録する。

吉、煙 (熟)な どの活用方法を考えてみる。
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めくってビンゴ めく、ってみる
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「めくって発見したものをならべてビンゴをしよう。」

―資  料―――

石
¬臣帯身: :幸をF与 :ユ:1手 |:;、 ェビ、ヵヮニナなど 

傍→アリなど
樹皮 l 懲奎 =歩テふ会彰i写 TT写去ヴfちξ軍争|卜 ヵゲなど
腐葉土 → ミミズ、コオロギ、ゴミムシなど
水辺の車 → カエル、ヒルなど

○材 料

自然物 (資料参照 )、 ビンゴカー ド、軍手、
虫めがね、虫の絵や写真

○季 節

オールシーズ ン

○場 所

野山

○人 数
1グループ 3～ 4人

○諸注意
・ 自然物は採集せずに観察のみに止める。
・ 環境の破壊につながらないように指導

する

縦 3マ ス横 3マ スのビンゴカー ドを作成 し、

各マスに資料にあるような自然物名を記入す
る。

ビンゴカー ドを各グループに配布する。

各グループは石や木の皮をめ くり、カー ド
の中に該当する物が見つかれば印を付けてい

く①

(初級 )

・  ビンゴ 2列 を完成 させる。

(中級 )

・  ビンゴ 4列 を完成 させる。

(上級 )

・ ビンゴを全部完成 させる。

※ めくってみたときにどんな様子だちたか、
なぜそんな場所にいるかなどを話 し合う。

○ ル ー ル
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とばしてみるとぴ方いろいろ、自然の心、しぜ
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・

「とぶ ものさが して、とtゴ しっこラリー。」

靱
―

とぶ花
とぶ葉
とぶ種

くっつ

○材 料

自然物 (資料参照 )、 毛布、竹、ひも、

ボール紙、画用紙、はさみ等

○季 節

オールシーズン (秋から冬の方が しやすい)

○場 所

野山、原っぱ

○人 数
1グループ 5～ 8人 (80人程度 まで)

○諸注意

・  活動がで きる広い場所 と、とばすことがで き

る素材があるか現地調査をしっか りしてお く。

・ 毒草、毒蛇、毒虫などに注意する。

○ ルール

(初級 )

・  いろいろな ものを飛 ば してみて、その飛

行時間や飛行距離 を競 う。

(中 級 )

・  ダーッ (的当て)をする。

・  とぶ しくみを探 り、模型を作る。

(上級 )

・  自分たちで何種類かゲームを考え、ラリ

ーコースを作る。

・ 得点化 してグループで競争するなどルー

ルを考える。
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1枚 の 絵 とか してみる

枷
　
却
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算

,

「自然の物を利用していろんな色をつくってみよう !J

資  料

↓
↓
↓
↓
↓
↓
吟

姦柳ク
ク
ク
ク
多
ケ

赤
青
黒
茶
白
緑
黄

ヤマモモ、ノイチゴ、シソの葉、ノブ ドウ、ハナイカダなど
ツユクサ、ヤマアイなど
炭、タンエン、オニグル ミなど
土、木の皮、シダなど
タンポポの汁、ヒノキの樹皮など
木の葉、草など
モ ミジイチゴ、タケニグサ、クサノオウなど

○材 料

自然物 (資料参照 )、 筆、布 (絵かき用)、

容器

○ ル ー ル

○季 節

春～秋

(初級 )

・  自然物を採集 し、砕いた り、練った りした後、
水に溶か してみる。

・ できるだけ多 くの種類の色 をつ くってみる。

○場 所

野山

(中級 )

・  できた色を利用 して、筆を使い、絵 を描いて
みる。

○人 数
1グループ 5～ 10人

(上級 )

指示 された色 をつ くってみる。
それを利用 して絵 を描いてみる。

OH者注意

・ かぶれる木に注意する。
・ 落ちているものに目を向けさせる。
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たたいてみ る

吹 いてみ る

振 ってみ る音をつくつてみよう !

章

tr

√

'々〈

k漁 く

「音のするものをさが し、工夫 してならしてみよう !J

―資  判,

口におさえて吹
口にくわえて吹
下唇にそえて吹

たた く

振る

↓

↓

↓

↓

吟

ノ
＼

′
く
、

ノ
く
、

ササ、野車の葉、薄い広葉樹の葉など

スズメノテッポウ、ウツギ、44な ど

4/」

‐
、ど

石、竹

砂、石

ぐ

木

水

ん
　

　ヽ
ヽ

り、カヤの実など

、貝殻など

、貝殻など

○材 料

自然物 (資料参照 )、 すイロン袋、空 ビン、

箱など

○ ル ー ル

・ 各 自が 自分で昔 の鳴 りそ うな ものを探 し集

める。

○季 節

オールシーズ ン

(初級 )

o たたいてみる、吹いてみ る、振 ってみる。

・  集めた もの をどの ようにfL夫すれば鳴 らす

ことがで きるか考 える。

・  各 自で鳴 らしてみる。
○場 所

野山

○人 数

1グループ10～ 15人

(中級)

ほかに鳴らす方法がないか、グループで考

えを出し合う。

○諸注意

・ 危険なものは避ける。

・ 終了後はうがいと手洗いをする。

(上級)

・ 吹 く、たたく、振るなどの組み合わせで、

簡単な演奏会を開くなど活動を発展させてい

く。
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火でためしてみよう !
燃や してみ る

（
Ｏ 〇 _

キt
r

(

「燃やすとどうなるか調べてみよう !」「燃えやすいもの、燃えにくいものをさがそう !」

―資  料―

黒土   → 有機物が燃えて30%軽 くな り、赤土に変わる
ヨモギ  ■ 香 りのよい匂いがする
ヒノキ  → 雨の中で もよく燃える
クリ、どん ぐり、竹 ◆ 「パ ァーン」 とはじける音 を出す
スギ・ヒノキ・マツの葉 吟 「パチ ッ、パチ ッ」 と音 を出 し燃えやすい
鳥の羽、動物の毛 → タンパク質が燃えて臭い匂いがする
ナナカマ ド、サ ンゴジュの葉 → 燃えにくい

○材 料

自然物 (資料参照 )、 鉄板、薪、軍手、
火箸、マ ッチ、記録用紙

○季 節

オールシーズ ン

○場 所
広場

○人 数
1グ ループ10～ 15人

○諸注意
・ 危険なものは避ける。
・ やけどをしないように気をつける。

○ ル ー ル

・ 各自が自分で燃や したいものを探 し集める。
・ 直接火で燃やす ものと、鉄板 などに載せて

燃やす ものとに自分で分ける。
・  燃え方、匂い、音などをグループで観察 し

て印象に残ったものについては記録する。
・ 燃え方、匂い、音などで特に印象に残った

ものを選び、みんなで認める。
・ 燃えやすいもの、燃えにくい もの、特徴的

な匂いのするもの、音のするものなどに分類
し、その原因を考える。
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歩いてみる足 元 注 意  !
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「はだ しになっていろんな場所を歩いてみよう !」

資  料

ザ ラザ ラ

サ ラサ ラ
ゴ ッ ゴ ッ

ツ ル ツ タレ

フ ワ フ ワ

ヌ ル ヌル

→ 上、アスファル ト、霜柱など

→ 砂、細かい土など

→ 砂利、石段など

◆ 木皮を制いだ丸太、コンクリー ト、

水など

→ 落ち葉、芝生、新雪、コケなど

→ 泥、田回など

温かい → 木皮を剰いだ丸太、芝生など

熱い  → アスファル トなど

冷たい → 水、雪、霜柱、土など

痛い  → 砂利、スギの葉、ネズの木など

○材 料

卓履 (長Чと)、 目隠し用手拭、

歩 く場所を示したカード

○季 節

オールシーズ ン

○場 所

野山

○人 数
2人 1細_(20組程度)

○諸注意

・ 危険な場所は逆ける。

・ 声 を出さずに静かに歩 く。

○ ルール

(初級 )

・ いろんな場所を裸足で歩いてみて、それぞれ

の場所でどんなことを感じたか話 し合う。

(中級 )

・  2人 1組になって一方は目隠 しをする。 もう

一方は自分が決めた場所 まで介添えする。

・  目隠 しした方は、裸足にな りその場所の感 じ

を確かめる。

・  元の場所に帰 って来てから、自分がどこに行

ったのかを探す。

(上級 )

指示 されたコースを 2人 1組で歩 き、日隠 し

した方が、どんな所 を歩いてきたか当てる。
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応lしぎ、きれい、なるほど…音いろいろきいてみ隊 きいてみる

音マ ップ作 り隊
自然を音符に表 し隊

I ! I

恥 ド
′、巧
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ド

| |

自然の鼓動を

可

き

聴 き取 り隊
地域の音を聞き取 り隊
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◆
◆

「 さあ、グループに分かれて音のたんけんの出動だ」

資  料――――

(全員でできる活動 )

吉数えゲーム 吟 自然の中にすわって目を閉 じ違 う音 を聞き分ける。 (指 を折 って数える)

記号で表す  → はが きぐらいの大 きさのカー ドに、音 を自分で考えた記号で書 き表す。
民話 を聞こう → 地域にまつわる民話を知っている人に語 ってもらう。
(選定プログラムに適 した活動 )

音マ ップ → 周辺施設の地図に、聞こえた者やその発Ji源 などを壽 き込んでい く。学校の周辺
と比較 して人Iの音 と自然の計の数の違いなどについて考えさせる。

音符にする → テープレコーダーに昔 を録 とし、たて笛やピアノなどで同じき程を探す。ミンミ
ンゼ ミ、スズムシ、コォロギ、カラス、 トンビ、ヒヨドリ、ニワ トリなどの鳴
き,fな ど固有の吉程がある。楽器でまねてみんなに当てて もらっても楽 しい。

手作 り聴診器 → 身近な材料で聴診器を作 りいろいろなものの音 を聴いてみよう。
地域の音 を聴 く → 祭 りばやし、太鼓の リズム、お寺の鐘、仕事唄、民謡、特産物製造の昔、

景勝地 (川 ・海・滝・山など)の音、自然にかかわる人々の暮 らしの音、
季節の音など。

○材 料
カー ド、紙コップ、
楽器、テープレコーダー

○黍 節

オールシーズ ン

○場 所

野山

○人 数
1グループ10人

○諸注意

・  1日 ゆった りと時間をとる。
・ 主体的に課題 をもつ ようにする。
・ 導入は全体で実施 し意欲を高める。
・ 興味や関心に合わせたグループ編成をする。
・ 指導者はグループに 1人以上つ く。
・  調べたことなどの発表の時間を設け、みん

なでわかちあう。
・ 事前踏査 を綿密にしておき、安全確認、必

要事項などをはっきりさせる。
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2T食べるJ活動
―

(1)とねて焼いてナン|なんだ?I
121 ちま|きを作ろう

131天ぶらいつばい

141 お荼を作ろう

151熱して冷やせぽ味がでるJ

l161 くすゆとくぴもち

171 どんぐリクッキー

181焼きいも研究会

191 三ヅマスのくんせいを作ろう



◎「食べる」活動の活用にあたって

自然学校の中で、「食べるJ活動 (野外炊飯等)は どの学校 も必ず といっていいほど取 り入れてお り、

その内容は、飯盆を使 ったご飯たきであるとか、カレーづ くりといった活動が実施 されているのが現

状である。それは、人数的なこと、時間的なこと、料 ][母 方法等の条件の中で、それらが一呑活動 しや

すいということであろう。

しか し、本来「食べるJこ とは人間が生 きてい くうえで欠かすことのできない大切なものであ り、
一つの料理を取 り上げて も、これまでの人間のいろいろな体験や深い知恵から、様々な料理がつ くり

出され、それが食文化 として伝えられている。

そこで、食文化 まで意識 して、自然の食材に注 目し、食材 と人間のかかわ り方やその食材の持つ歴

史的・文化的な背景への広が りまでを含めた「食べる」 という活動 を開発することとした。活動 シー

トの作成にあたっては、教室 を豊かな自然の中に移 して行 う自然学校 という特色から、以下の三つの

観点から考えた。

・  自然の食材にこだわる。

・  自然学校でよく実施 される料理を取 り上げる。

・ 伝統的な料理を取 り上げる。

活動シー トは 1活動 1枚 としてまとめてある。お もてに一つの料 )早 を作る基本的な事項 を記 してあ

り、子 どもたちがそれを見てそのとお りすれば料チ』lがで きるようにしている。 うらには、その料
'LPの材料や応用等についての説明、さらに危険防止等の指導上の留意点を入れている。

実際の活動 については、たとえば、「天ポらいっぱいJで は、天ぷ らをつ くるだけでな く、食材で

ある山来を野山に採取 しに行 く活動 を組み合わせることがよい。それは、自然の中で自然の材料 を訓

達する活動 を通 して、自然を再発見 したり、自然への興味や関心 を高めることができる。 また、日頃

食べ られると意識 しなかったものが食べ られる驚 きや、「食」 を通 しての植物 と人間のかかわ り、昔
の人の知恵等多 くを学ぶことがで きる。

もう一つ例 をあげてみると、「ちまきをつ くろうJでは、石 うすで米 を粉にする活動を組み合わせ

ることにより、主食である米はごはんにして食べるだけでなく、米を粉にして食べる等訓理方法をI
夫すると、昔の人の食生活を知ることができる。 さらに、ちまきが中国から伝わってきたという食の

歴史、日本の年中行事 (端午の節句)等幅広 く学ぶこともできる。 また「米」 という食材で も、煮た

り、蒸 した り、焼いた りする等調理方法を子 どもたちに考えさせて取 り組 ませることもで きる。

活動 シー トの具体的な使い方については下記のとお りである。

(1)1舌動シー トを子 どもたちに提示 し選ばす。

(2)子 どもたちの意欲によっては、応用メニューに取 り組 ませる。

(3)材料の調達からの活動 を組み合わせる、地元の料理に応用する等、活動シー トを基に子 どもた

ちと共に新 しいメニューづ くりに活用する。
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こねて焼いてナンなんだ?!」 麦ヽ粉を使つ百ナンづくり

‐

∇

/ ｀
T｀

'ヽ

0

お  ヘ

い

′

〔

Ｔ
　

一
ゲ /

ハ

イ/

rヽ′

A

―

1 料理の手順

(1)ボールに小麦粉、砂糖、塩、 ドライイース ト

を入れ、手でざっとまぜ合わせる。

(2)卵 を割ってほぐし、牛乳と合わせて(1)に 少し

ずつ加えて、全体にまぜ合わせる。

(3)生地がまとまり始めたら、バターを少 しずつ

まぜ込みながらねり合わせる。弾力が出てなめ

らかになるまでしっかりとこねる。

(4)こ ねた生地のはしを中にくるむようにして九

くまとめて、バターを表面にぬる。

(5)生地をビニール袋に入れ、30分程度ねかせて

2倍 ぐらいになるまではっこうさせる。温かい

場所に置くとはっこうが早い。

(6)仕上がったら、生地がくっつかないよう手に

粉をつけ、めん棒などを使ってできるだけ薄 く

のばす。

(7)自 然石を加熱 しておき、その上に薄 くのばし

た生地をのせてじっくりと両面をやく。

(自 然石の代わりに植木鉢で焼 くのもおもし

ろい。次ページ参照)

(8)好みに合わせて、ジャムやヨーグル トをのせ

てみるのも築しい。カレーをつけて食べるとお

いしい。

3 調理器具 (準備物 )

・ ボウル           大  1
・ めん棒             1
・ まな板            1
・ 計量スプーン      大小各 1個

・ ビニール袋           1枚
・ 自然石 (火 にかけて も害」れて 2～ 3個

とばない平たい石 )

・ 植木鉢            2イ 固

・ 薪          1～ 2束

2 材料 (5～ 6人分 )

・ 小麦粉

・ 砂糖

・ 牛乳

・ ,気

・ ドライイース ト

・ ワ「

・ バター

3009

大 さじ 2杯

1501■ゼ

小 さじ 1杯

小 さじ 1杯

2イ国

大 さ じ 2杯

所要時間 約 2時間  グループ編成 1グループ 5～ 6人
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材料 (素材)についての資料

小麦 (小麦粉)っ てなぁ―に ?
′lII

麦農耕は、今から約 1万年前 (紀元前

8000年 頃)の新准i器時代に中束地方 (ト

ランス・コーカサス、アナ トリア高原、

イラン高原等)で始 まったといわれる。

麦は秋に播かれ、冬 を越 して本に穂を出 し、文に収稚 される「秋 まき小凌Jと 、本に播かれ、
初秋に収穫 される「名、まき小麦Jに人別される。

現在、世界で最 も広 く栽培 されている穀物であ り、これを10億以上の人々がいろいろな形で食
べてお り、どの栽培植物 よりも多 くのカロリーを与えている。

⌒
.

精製 した小麦粉 を発博 させたパ ン種 を

木の葉形にのばし、タンドールと呼ぶ五

状の窯 (か ま)に は りつけ焼いたもの。インドの主食。

0

マ`
イ

◇

「ナン」によく似たもので、十チ ャパティJは 、精製 しない小友冷をひいて作った粉を水とギ
ー (無塩の精製イン ドバター・ォイル)で練って、薄い円形にのばし鉄板で焼いたもの。「ナ ン」
とどんなところが違 うか試すとよい。

事育iに 自分たちの手で探 した川原などの “自然石"(火 にかけても年」れてとばない准f・ 平べ った
い石)を使って、原始生活気分 をじっくりと味わいたい。自然石の代用品として、石材店から彦こ

物をいただ くのもひとつ。野外炊事のかまどの中に、自然石を入れて熱 しておけば、一石二鳥だ。
子 どもたちの腰を抜かすには、“植木鉢"を 使 って、

「本格的 “ナンづ くり"Jに迫ることだってできる。

タンドールの代用 として市販のオ直木鉢 を (7号 ¬ 止

径21cm)を 2イロ合わせて、素焼 きオーブンを作 ると、

日本にいなが らインド気分が満喫で きる。

植木鉢 は水で よ く洗い、 しっか り乾か してか らじわ じわ と温める。

「ナンの生地」は、下側の鉢に張 りつけ、おき火を作 り、弱火で10分 も焼けば出来上が り。

み
４

“ナン"っ てなぁ―に ?

フライパ ンは、使わないの ?

留意事項及び関連事項 。 生地づ くりは、牛乳を一度に加えず少しずつ混ぜ合わせ、だまにな

らないように注意する。

生地を上手に仕上げるには、発酵 させるまでにしっか り生地をこね合わせ、発酵にかかる時間
に注意すること。 (気温により発酵時間が変わって くる)

焼 き上がったナンに、内類・野菜・カレー等 を包んで食べるなど、各グループの創意I夫 を疑
らす と一層楽 しい食事が期待できる。

「ナ ンン
)‐ くり」のほか、月、麦粉 を素材 にして「うどんづ くりJ、 そばオ分を素材 として「そばづ

くり」などいろいろ挑戦 してみたい。

自然石は、熱を加えて も割れてとばないものを用意する。

*参考  ・ BE一 PAL(1996.10)オ 直木鉢のクッキング人間
・ 穀物のきた道 坂本 宇男考 日本放送出版会
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ちまきを作ろう
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所要時間 2時間  グループ編成 1グループ 8人

1 料理の手サI頁

(1)ボ ウルにもち米の粉を入れ、塩 を少々入れ、水を加え

て耳たぶ くらいの回さになるようにこねる。

2 材料 (16個分について)

・ 米粉

・ 士盈

・ 水

・ ササ葉

(一イ固あた り1～ 2枚 )

・ イグサ

・ きな粉

(2)こ ねた ものを16等分 し、長 さ 6側 くらいの俵型 にまと

める。

2009

少 々

200mι

32布覚

(3)ササの葉 1～ 2枚で包みイグサを巻 きつけて しめる。

16本

道量

(4)先 と根元 を切 って形を整え、せいろで20分蒸す。 3 調理道具 (準備物 )

・ ボウル

・ 布巾

・ せいろ (蒸 し器 )

・ まき (ガス)

(5)き な粉 をつけて食べる。
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材料 (素材)についての資料

*米の利用について

粒 食

うるち米 ―

白飯

― 炊 き込みご飯 ―

― 混ぜ ご飯

白もち

もち米

よもぎもち

きびもち

か きもち (大豆、砂糖入 り)

もち米

くず米 ――― こがねもち
一

かきもち

E三藍
滋三蓼縁 壁″

う`そらまり

― まつたけご飯

一 かやくご飯

たけのこご飯

わらびご飯

ふ きご飯

混ぜず し

にぎりず し

箱ず し

巻 きず し

白飯

赤飯

だんご (よ もぎ、おちつき)

ひしもち (よ もぎ、しろ、きび入 りだんご)

かしわもち

月ヽ もち

鏡 もち

あんもち

t會たもち

t至 り (あ られ)

― すし

|を奮烈 _ぉはぎ
もち米

―

おこわ

粉食 ―― くず米の粉

もち

こうじ ―― うるち米

ぬか正ζ轄浄
漬け

(ぬか漬け)

みそ

甘イ酉

か らし1責 け

指導上の留意点

・ ちまきを包む葉は、ササの他に、サル トリイバラの葉やカヤの葉、チガヤの葉等を使うことが
できる。

・ 巻き付けるひもはスゲでもよい。

*参考 ・ 聞き書き 兵庫の食事
・ おばあちゃんの手料理

「日本の食生活全集 兵庫」編集委員会編 農山漁村文化協会
岡本信弘編 クラブ社
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所要時間 2時間  グループ編成 1グループ 6～ 8人

1 料理の手順

(1)材料を洗い、水けを取る。

(2)

(3)

ころもをつ くる。

薄力粉と水をボウルに入れる。あまり混ぜ

すぎず、「だまJができる程度にしておく。

油 を温める。

1由 はたっぷ りめの方が よい。

(4)材料に薄力粉をまぶす。

2 材料 (8人分)

・ 句の山菜

(基本的には若 くて柔 らかいものを採

集する)

・ 薄力粉          2カ ップ

大 さじ 1
・ 揚げ1由            適量

・ 水         1.5カ ップ

・ 姉             少々

3 調理用其 (準備物 )

。てんぷ ら鍋

・ さい箸

・ ボウル

・ 計量カップ

・ Hl― 量スプーン

・ バ ッ ト

・ まき (ガス)

(5)こ ろもをつける。

(6) 油に入れる。

油の温度は、ころもを少 し落としてす ぐ浮

き上がって くるぐらいがよい。

(7, 1包がほとんどでなくなったら揚げ上がり。

f
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材料 (素材)についての資料

山来の種類等について

* 応用メニュー

・ 山来のかき揚げ
・ 野来のてんぷ ら
。小魚のてんぷら

・ キノコのてんぷら

山来等の名前 保集に適した季節 食べられる部分 山来等の名前 採集に適した季節 食べ られる部分

タンポポ 春 花、茎、葉 イヌガラシ 春 若葉、つぼみ

ヨモギ 春 葉 キキ ョウ 春 化

オオバ コ 春 若葉 青ジソ 春 葉

シロツメグサ 春 若い花 オケ ラ 春 新芽

アカツメ グサ 春 若い花 セ リ 春 葉、茎

カラスノエンドウ 春 全草 ヒメジオ ン 春 若葉、つぼみ

ユキノシタ 春 葉 ク コ 春 若葉

ドクダミ 春 若葉 リ ョウブ 春 新芽

アサ・ミ 春 若葉 ハナイカダ 春 葉、花

ノゲ シ 春 若葉、 くき タラの芽 春 新芽

ナンテンハギ 春 新芽 ニセ アカシア 春 つ tFみ

レ ンゲ 春 全 草

指導上の留意点

・ 食べ られる山菜かどうか、専門家に判断 してもらう。
・ 山菜は根 こそぎ採るものでな く、一部を必ず残 してお く。(自 然に生えているものを大切にする)

・ 火や油 を使 うので、火傷 をしないように気をつける。
・  油の温度をあまりあげない。

*参考  ・ Field Guide 12 山菜 中川重年著 小学館
・ オレンジページ(1994.10)オ レンジページ
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お茶を作ろう
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所要時間 2時間  グループ編成 1グループ 5～ 6人

1 調理の手順

例 I 煎 (い )っ て作る 例 Ⅱ 蒸 して作 る

(1)お茶の材料を水で洗 う。 (1)お茶の材料を水で洗 う。

(2)フ ライパ ン等で葉がカラカラになるまで

煎る。

2)蒸す。

(100℃ で 3分から 5分 )

(3)揉んで細か くする。 (3)天 日で乾かす。

(4)茶 こしや綿布等でこす。 (4)揉 んで細か くす る。

(5)茶 こしや綿布等でこす。

2 材料

クマザサの乗、 トウモロコシのひげ等

3 調理道具 (準備物 )

。フライパ ン

(大 きな石を焼いて煎ることもで きる)

。さいばし ・茶こし又は綿布

・ ガス (ま き)

2 材料

アケビの皮、カキの若葉等

3 調理道具 (準備物 )

・ バ ット ・ 茶こし又は綿布  ・ ガス (ま き)

・ 蒸 し器
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材料 (素材)についての資料

お茶の材料

煎って作る 蒸 して作る 干 して作る

クマザサの葉 アケビの皮 ドクダミの業

トウモロコシのひげ スイカズラの葉 スギナ

ハナゴケ カキの若葉 ヨモギ

タンポポの根 オオバ コ

ジュズダマの実 アマチ ャの葉

イヌビエの実 アマチ ャブルの葉

※ イネ科の植物の実はすべて無毒で、煎ってお茶にできる。

※ たいていの実はお茶にすることができる。

※ ジュズダマの実は、煎ってから綿の布などではさみ、金槌等でつぶす。

(細か く砕いたジュズダマの実がお茶のもとになる)

※ イヌビエの実は煎った後、 2枚の板 にはさんで、板 をす りあわせて殻 をつぶ して脱穀する。
息をふきかけて殻をとばし、中の実 を使 う。

注意事項

・  フッ素加工のフライパ ンなどは空焼 き不可能。

・ 乾燥は天 日でできるが、急 ぐときはフライパ ン等で熱を加えて水分をとばしてもできる。

指導上の留意点

・ 火を扱 うので火傷等に留意する。

・  材料がまちがっていないか点検 をする。

*参考 ・ 山来入門 ―採集と料理― 山田幸男著
・ BE― PAL(1995。 11)

・ FIELD GUIDE 12 山菜   中川 重 年 著

保育社
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熱して冷やせば昧がでる ゴにんにゃくづくり)
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所要時問 約 3時間  グループ編成 1グル ープ 6～ 8人

1 料チJlの手順

(1)こ んにゃく寸とをたわ しでよく洗い、芽の部分をえぐり取

り、 1～ 2cmの輪切 りにしてゆでる。

(2)火が通ったら熱いうちに皮をむき、(1)でで きたゆで汁を

加えて、 ミキサーにかける。

(+l kqに つ きゆで汁1.8ゼ )

(3' ミキサーにかけたものをたらいに移 し、30分 ～ 1時間程

度冷まし、その後10分～15分程度練 り合わせる。

(4)食料石灰209を 200mι のお湯で溶 き、(3)に 少 しずつ加えて、

粘 りがで きるまで しっか り練る。

(5)流 し箱や型枠の中に流 し込むか、または、 1個 1809程

度に丸める。

(6)熱湯で30～ 40分問煮る。

(7)煮上がったら、流水で 1時間アク抜 きをする。

(8)出来上がったこんにゃくは、 しょうゆ、ポン酢など好み

に応 じて食べる。

2 材料 (15～ 16枚分 )

。こんにゃく芋

・ 湯

・ 食料石仄

・ しょうゆ

・ ポン酢

3 調埋器具 (準備物 )

・ ミキサー

・ 計量器

。たらい

。ひしゃく

・ 包丁

。まな板

●鋼

・ 玉 じゃくし

・ ざる

・ ゴム手袋

・ エプロン

・ 三角布

・ ガス (ま き)

1 に9

3ι

209

適量

適量
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こんにゃくの歴史は ?

材料 (素材)についての資料

こんにゃくの原産地は、今のベ トナムあた り

と考えられ、中国大陸を通 って日本に渡来 した

のは数千年 も前 とか。記録上では、大和時代の西暦539年 に医薬用 として朝鮮か ら伝えられた
とされている。

食用 となったのはそれより後のことで、室町時代の初めには、叫曹鶏 (そ うけい)」 といって、
高級な食品として今の「おでんJの ようなものが寺院などで食べ られていたようだ。こんにゃ
くが庶民の食品として広 く親 しまれだ したのは、やは り江戸時代。寛永年間の「料理物語」 と
いう書物にこんにゃくを利用したさしみやなますが紹 されている

こんにゃく芋ってどんなもの ?

こんにゃくは植物で、サ トイモ科に属する 年生の車木である。地下に球茎ができ、これを
「こんにゃく芋Jと 呼んでいる。こんにゃく芋は、群馬、福島、栃木、茨城等が主な産地である。

種芋 を 5月 に植えつけ、地中で肥大 したものを11月 に取 り入れるが、これを普通は 3年繰 り
返 し、やっと売 り渡す までに仕立てる。台風 に弱 く、病虫害のはびこりから一夜のうちに畑が
全減 した りすることがある。

掘 り出したら軒下などの風通 しのよいところに広げて、 2週間以上乾燥 させる。その後、冷
暗室に保存 し、必要に応 じて利用するが、芽や傷ついた部分は深 く切 り取って加工する。生の

保存期間は、せいぜい 2か月 ぐらいなので長期間保存する場合は、乾燥 させて粉にした り冷凍
して貯蔵する。

1 植物繊維の代表選手 r→ グルコマンナンという繊維質が含まれ

成人病の予防になる。
2 低力ロリー食の代表選手 r→植物繊維は消化が遅 く、直接エネルギー源 とはならない。
3 便秘予防の保存食 ′→繊維質は水を吸着 した り、保水する作用があ り、未消化のまま消化器官

内を通過 し、腸壁を刺激 しなが ら体外へ出される。
4 毒物を体外で放出する高織維食 r→有害物質の腸内発生が少な くな り、 しか も、体外へ速やか

に出るため、体内吸収や腸壁への影響が少ない。
5 理想のコレステロール制御剤 r→繊維質はコレステロールを除 く効果があるうえ、コレステロ

ール値を必要以上に低下させない。

6 糖尿病対策の秘薬 ゴ→上昇 した血糖値を下げる効果あ り。

7 カルシュウム含むアルカリ性食品 ′→アルカリ性食品の摂取が少ない現代の食生活で栄養のバ

ランスを取 って くれる。

導上の留意点

こんにゃく芋によってかぶれを引 き起 こす場合があるので、作業にあったてはゴム手袋を着用
させる。

食料石灰 (疑 固剤)を加えたのち時間をおきす ぎると、芋が分離 して しまうことがある。20分

を限度 とする。

狭い土地 と四季折々の気候風土の中で、独 自の食生活を通 じて生み出されてきた伝統食品とし
て「味噌づ くりJ「豆腐づ くり」「なっとうづ くりJ等 も体験 させることによって地域の伝統食文

化にふれさせたい。

レ Υ

へ

，

こんにゃくの七つの効果 ./

*参考  ・ 食生活に生かされるこんにゃく7つの効用 財団法人 日本こんにゃく協会 著作・発行
・ 上月町ふれあい加エグループ
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1グループ 6～ 8人所要時間 半 日  グループ編成

1 料理の手順

くずゆ

(1)昼、よく日のあたっているクズ葉を

集めてきて、きざむ。

(2)水 といっしょに、 ミキこケーにかけ、

ガーゼ等でこす。

(3)そ っと置いておくと、うわずみとデ

ンプンに分かれる。

(4)う わずみをすて、水を入れ同じこと

を2～ 3回繰 り返す。

(5)砂糖を入れてお湯を入れてできた/

くず粉のとり方とくずもち

(1)ク ズの根をつちでたたいて繊維状にする。

(2)繊維状になったものを水で洗う。

(3)それをよくしばってその液を集める。

(4)しばらく置 くとデンプンとうわずみに分か

れるので、うわずみをすてる。また水を入れ

てうわずみをすてる。 7～ 8回繰 り返す。

(5)デ ンプンを乾燥させる。 (く ず粉)

(6)く ず粉の 3倍の水で溶き、ゆっくりと熱を

加え、よくかきまぜ透明のゼリー状になった

ものを冷水で冷やすとくずもちになる。

2 材料

*く ずゆ (1ぱい)

・ クズの葉 10枚程度

・ お湯    100mゼ

・ 砂糖   適量

*く ず もち

・ クズ粉

・ きな粉

・ 砂糖

・ 冷水

100g

509

509

3 調理器具 (準備物 )

・ オょヽ́ミ

・ タ ッパ ー

・ つち

・ ミキサー

・ ガーゼ

・ ガス (ま き)
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材料 (素材)についての資料

クズ について

秋の七車 (ハ ギ、ナデシヨ、ススキ、オ ミナエン、フジバカマ、キキ ョウ、クズ)の一つで、林

のはしに多い宿根■で全国各地に見 られる。

日本全土に分布 し、花期は 7月 ～ 9月 で、林の縁や土手等に一面にクズの葉でおおわれている光

景 をよく見かける。

地下茎に畜えた養分を使って春に急に成長 し、夏から秋に花を咲かせ、甘い呑 りを漂わせる。有

用な植物で、地下茎からは「 くず粉 J、 ≧か らは「 くず布」 をとり、来は飼料 に使われる。アメ リ

カでは飼育用に輸入 したクズが野性化 し、缶車 として嫌が られている。

1 秋の終わ りから初秋にかけて根 を掘 り起こし、土砂 をよく洗い洛として適当な大 きさに切 った

ものを、平石 または石盤の上で木づちでよく打 って砕 く。

2 氷に満たしたおけにざるを入れ、このざるの中に砕いたクズを入れてよくか きまわして、でん

ポんを洗い出 してでんぶんとかすに分ける。

3 でんぷん液を麻袋か もめん袋でこして静かにお く。

4 上ずみ液を捨て、再び水を加えてかきまわす。これを 《水さらし》という。これを繰 り返す回

数が多いほど白くなる。

5 +分 さらしたでんポんを綿布でしぼり乾燥させる。

6 37.5k9の根から4.5～ 7.5k9の くず粉が得られる。

1 クズを使 っての遊び

・ クズのかごづ くり

・ 鉛筆 ぐらい太 さのクズをつかってかごを編むことできる。

作 り方については、P57を 参照。

2 薬用

・ かぜ薬…葛根湯 (か っこんとう)

・ 滅養料… くずゆ

くず粉の製造方法

その他

指導上の留意点

・  クズは根こそぎ採ることのないよう指導する。

*参考 ・草花あそび事典
・ 野外観察図鑑②
・雑草とあそぼう

浩之輔老  くもん出版

旺文社

卓三著 農文協

藤本

植物

山田
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所要時間 2時間  グループ編成 1グループ 5～ 6人

1 料理の手順

(1)どんぐりを集める。

(種類は、マテバシイ、スダジイが しぶ くなくてよい)

2 材料

・ どんぐり

・ ラー ド

・ ハチ ミツ

・ フよく(2)か らをむく。

(3)す りばちですって、粉にする。 3 調理用具 (準備物)

・ アルミホイル

・ オーブントースター

・ なべ

・ かなづち

・ す りばち

・ す りこぎ

・ ボウル

・ なた

・ ほうちょう

(4)水、ハチ ミツ、ラー ド (料理用の豚の油)な どをまぜて

ボウルの中でねる。

(5)ア ル ミホイルの上にのせ、オーブントースターで焼 く。

* 焼 き方 としては、竹を半分に割 りその中にどんぐり

クッキーを置 き、アル ミホイルでふたをし炭で じっく

り焼 く方法 もある。
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材料 (素材)についての資料

1 食べ られる木の実 (どんぐり)の種類

秋にはた くさんの本の実が洛ちるが、食べ られる木の実を以下紹介する。

マテバシイ

スダジイ

渋みが

ない。

あ く抜

きは之、

要なし。

アラカシ

芙はやや大型で長い楕 円形です享く光沢がある。果実 は 2年かか

って熟す。分布 は九州地方。街路樹 や、公口木 として各所で見

かけ られるc

常緑の高木で、高さ25m、 )と実は 2年 目に熟す①

山地のオ|の上に多い常緑の高木。

クヌギ

ブ

ナ

科

コナ ラ

洛葉の高木で高さが20mに なる。莱はクリに似た長い楕円形で

蒻【月lRは オRい。

洛葉の高木で高さが15mに なる。樹皮は古 くなると縦に害」れる。

かつては薪や木炭のオヽイ■卜として使用された。

渋みが

ある。

あく抜

きが必

要。

木の実を使 った他の料チ早
どんぐりとうふ

(1)殻 をむ く。

(2)包丁で細か く刻む。

(3)す りばちでする。

(4)水中でガーゼに包んで もむ①

(5)上澄みをすてる。

(6)新 しい水を入れて、 しばら

くして_L澄みをすてることを

繰 り返す。 (10回 ほど)

(7)沈殿物に小量の水を加え、

弱火にかけ、ねば りがでると
ころまで煮込む。

(8)当 4に 流 し込む。

(9)冷蔵庫で冷や して岡め、とうふのように切 って味をつける。

マテ′Ⅲンイ
え7デ イ アラカン

′ノスギ

ヨナラ

2

ｎ

り

⑭

繍

指導上の留意点

・  シキ ミ等食べると吐 き気、下痢、めまい等の症状を引 き起こす布害なものに注意する。
・  種類によってはかな りの渋味があるので、渋抜 きを十分に行 う。
・  自然に親 しむ観点から、どんぐり拾いから取 り組むとよい。また、自然の洛ち茉などで焼 き芋

をした り、落ち葉の1阿 づ くりに取 り組むことも可能である。
・  クッキーを作る際には、自分でI夫 した形にした りすれば楽 しくなる。

・ BE― PAL(1995.10)身 近な自然をクローズア ップ

・ 森林の本シリーズ 森であそぼう 森の料理人

―-41-―
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焼きいも石汗究会 (直接火にあてすにうまく焼く)
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所要時間 40分  グループ編成 1グル ープ 5～ 6人

1 料理の手順

・ 山に行 って柴集めをする。

たきつけ用のひのきや杉の葉や

枯れ枝等 を束にして集める。

2 材料

3 調理用具

サツマ イモ (各 人 1個～ 2個 )

火ばし、バケッ、燃料、軍手、

(灰、石、瓦等で も焼ける)

新聞紙、アル ミホイル等

例Ⅲ 植木鉢焼 き例 Ⅱ 竹^焼 き例 I アルミホイル焼き

(1)植木鉢にいもを入れ、同じ

大 きさの植木鉢でふたをする。

(重ねるだけ)

(2)石で土台を作 って、その上

に置 く。火は四方か らあたる

ようにしてお く。

(1)半分の新聞紙をバケツの水

につけて、サツマイモを包む。

(2)さ らにアル ミホイルで、す

きまのないように包む。

(3)た き火の火が少 しおさまり

かけて、けし炭力Sで きかけた

ころ、火の中に入れる。

(1)図のように

切 った竹筒に

水を入れ洗っ

たいもをつめ

こむ。

(2)ア ル ミホイル (四つ折 り)

でふたをして、針金で しばる

ふたには、穴を二、三 ヵ所 Fォ弓

ける。

(3)火のまわ りにつ きさして立

ててお く。

(4)竹が焼けて、形が くずれそ

うになったら、取 り出す。
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材料 (素材)についての資料

サツマイモの代わりにジャガイモを用いてもよいが、味が淡泊であるので、塩、バターなどで

味イ寸・けをする必要がある。

サツマイモの形は、より細長いものほど短時間で焼け、失敗することも少ない。

学校園や校外学習で行 う栽培、収穫活動で得たものを利用することもよい。

燃料は、山林で調達で きる。落ち葉 (ヒ ノキ、スギ等 )、 枯れ木を集めさせ、火をたやさない

ようにする。

(柴刈 り体験… 1時間程度で充分 )

火おこしから始めてみるのもよい⑤

ブロックや石を使 った直径 lmほ どの四みで、15人分 ぐらいができる。

鉢、竹の利用は、火をつける前からたき火の中に入れてお く。

アル ミホイルの場合は、灰や炭力露責もりはじめてから入れる。

あらか じめ、たき火の下に石をしき、サッマイモをその中にはさみこんでおいて、石焼 きにす

ることもできる。

ある程度、炭ができたらその上に瓦をおいて、サツマイモをのせ瓦でおおって、また、その上

で火を燃や して焼 く方法 も考えられる。

あらかた灰になってから、その灰の中に入れてもよい。 (30分 )

ただし、小 さいサッマイモでないと時間がかか りす ぎる。

|〔 ブ
サンマィヒ

ノ

ヽヽ ,ュ

お
ヽ

すきまを小石でうめる。

うまくできなかった時 (焼 き不足)

はホイルに包んで追加焼きにする。

すだfE
る

サツマイモをはさみこむ。   残 り灰の中に埋め込む。

メ

／
ｏ

たき火の下を少 し掘 り下げ

石をしきつめ、サッマイモ

をはさみこんでお く。

小 さいサッマイモで |

ないと時間がかかる。
|

1回の食事 としては、スープ系のものと組み合わせる献立が考えられる。

火、焼 き方について

指導上の留意点

・ 小石は、火に入れても割れてとばないものを使う。

・ 火を扱うので火傷に注意する。

・ 石、瓦、鉢はとても熱いので、冷えたことを確認すること。

*参考  ・ BE― PAL(1996.10)植 木鉢のクッキング入門
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ニジマスのくんせいを作ろう

″

ⅢⅢ Ⅲ
…
 ・ ・ 1l Hギ とヽ単ア

“

オ

力ヽⅢ

,Ⅲ ｋ

・

ゝ

二

p千要 H寺問 2日   グループ編成 1グループ 5～ 6人

1 料理の手順

(1)魚の表面のぬめ り、内蔵、エラ、背骨の下側にある血合いを取 り、洗い流 して水気 を切 って

ソミュール液につける。 (17時 間)

「
―*ソ ミュール液の作 り方

1 100mι水に対 して159の 食塩 と砂糖少々、それに黒 コシ ョウ、白コシ ョウ、ロー

| リエパウダー、セエジ、ベイリーフ等のスパイスを入れ沸騰 させ、弱火にして 5～

1 6分煮てから布でこす。

(2)漬けた魚を洗い、水分をとってから2時間ほど風で乾燥させ、冷燻の場合なら30度以下で約

6時間燻煙を行う。

2 材料

●ニジマス

・ 士航

・ 砂糖

・ 黒 コシ ョウ

・ 白コシ ョウ

・ ロー リエパ ウダー

・ セージ

・ ベ イ リーフ

3 調理道具 (準備物 )

1尾            ・ スモーカー 。まないた

15%           ・ 包丁  ・ なべ  ・ 燃料

少  々          ・ 燻製剤 (チ ップ)次ページ説明参照

少 々

少 々

少々 (月 桂樹の粉 )

少々 (シ ソ科の多年草、葉を乾燥 させた呑辛料 )

適量 (月 桂樹の葉 を蒸 して乾燥 させた香辛料 )
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材料 (素材)についての資料

燻製の一般的手順

ユ 調理……オガ料 (素材)の前処 )甲→内臓の抜 き取 り
や血抜 きをする。

2 塩漬け…保存 と訓味のために材料 を塩水に浸す。

3 塩抜 き…材料 を水に浸 して過刺な塩分を取 り除 く。

4 風乾……直射 日光を避け、砂やほこりがつかない

場所で自然乾燥 させる。

5 燻煙……燻製のメインイベ ント
*手作 リスモーカーの作 り方 (温・冷煤用)

い1イ剛ヘ

*燻煙材

サクラ……呑 りが強い。

ナラ………原料に色がつ きゃすい。
ブナ………渋みがあ りすっきりと

した呑 りがつ く。
リンゴ……甘い香 りでマイル ドに

仕上がる。
ヒッコリー…オールマイテ ィー

(ク ル ミ科の落芙高木 )

オニグル ミ…オールマイティー

(ク ル ミ科の洛来高木 )

ヘ

棒

tア

ア ヘ

|

向イ耳1

ヘ
デ ノ

カロ却断右上
クヽソキ土

用ぃ六

冷燻法 温媒法 熱燻法

15℃ ～30℃ で 1週間から3週間
ほど燻梨を行 う。タト気の温度が、
15℃ 以下であること。

30℃ ～80℃ の温度で 3時
間か ら 8時間かけて燻煙す

る。

120℃ ～140℃ で 2時間か

ら 4時間程度燻す。

燻煙の方法

指導上の留意点
・ 食中毒予防の観点から、内の場合、肉の中の温度が70度 になるまでゆでるか、蒸 してから煤製

する。魚は燻製 したあと、フライパ ンで焼いてから食べ るようにする。
・ 燻製の材料はで きるだけ新鮮なものを使 う。
・ 発展活動 として、魚の他に、ゆで卵、テーズ、た くわん、かまぼこ等 も煤製にで きる。
・ 火を扱 うので火傷に注意する。

*参考  ・ 燻製 自慢 元 日本獣医畜産大学教授 森田 重廣編 雄鶏社
・ 燻製工房 StudiO ESSence編 集 平九社
・ 手づ くり燻製  鈴木雅己著 NHK出 版
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3「創|るJ活動
(1)石を使つて

121砂を使つて

lal●本の実や葉を使うてI

141木の実や葉を使ってⅡ
151.本の実や葉を使つてⅢ
161 木を使つて I

lフl木を使つ―て■

181木を使つてI
191i本を使つてV
1101つるを使つて
0つ
―竹を使って I

li!l― 竹を使うて1
1itlなえ木を使つて

li41 雪を使って
―



◎「創る」活動の活用にあたって

「つ くる」活動は、自然学校のプログラムの中に必ず と言っていいほど取 り入れられている活動で

あ り、一つの作品制作に没頭 し完成 させることで、つ くる喜びや満足感を味わうことがで きる。また、
できあがった作品で遊んだ り、自然学校記念品として自分の部屋に飾った りして大切にするなどとて
も有意義な活動である。

しか し、買い与えた材料 (規格品)や説明書にしたがって進める「作る」活動では、単に細_み立て
るだけの取 り組みとなり、独創性の乏 しい両一的な作品となりやす く、倉U造力を生か し高める活動ヘ

と発展 しない。

教室 を豊かな自然の中に移 して行 う自然学校での「つ くるJ活動は、自然の素材 をうまく利用 した

り、方法を少 し工夫 した りすることにより、子 どもたちの創造力をより育む格好の場 となる。 したが
って、キーワー ドを「創る」 とし、開発を行った。

例えば、作品制作に必要な素材を、森や林、車原や川 といった自然の中に児童生徒 自身が足を踏み
入れ、作品のイメージに合わせながら、素材の特1生や形や大 きさを考え、選び、集める。この活動 を
始めることで創造力を養 うことができる。 また、こうして集めた多種多様な素材 を思いのままに、自
由自在に使 うことで創作意欲がさらに膨 らみ、より創造的な作品づ くりへ と発展 してい く。

また、自然の中に入 り込み、素材 となる石・木・蔓・竹・車等 を集めることを通 して、今 まで知 ら
なかった見たことのない自然の営みを多 く発見 した り、感動的な場面に道遇するなど、「 自然 とのふ

れあい」体験 をも深めることができる。こうした体験が、子 どもたちの観察能力を育てた り、豊かな
感受性 を養 った りすることになる。

「創 る」活動シー トは、素材 ごとに 2例の活動例 を提示 している。上部にイラス トを入れ、子 ども
たちに興味を抱かせ創作意欲 を高めるようにした。実施可能な季節、必要時間、材料、用具等事前の

準備物や配慮事項を挙げ、続いて制作の手順 を具体的に示 している。さらに、材料の選び方や道具の

使い方、安全への配慮なども壽 き込んでお り、計画段階から子 どもたちにも活用で きるものとしてい

る。

この活動シー トは、作品づ くりを目的とした活動の時だけでな く、山歩 きやハイキングなどで、心
に留 まリイ可気な く拾い集めた自然のものを活用 しようとするときにも、小さいカー ドとして持ち歩け
ば、該当する素材のページを開 くことで参考 とすることがで きる。

また、活動例 2例 のほかに、「その他の作品例」 として、その素材 を使 ってで きる活動例 を紹介 し
ている。

この活動 シー トは、あ くまで素材 ごとの例示であ り、性質の違 う各種の素材を利1み 合わせるなどの

工夫を子 どもたちと共に考えることで、新 しい活動がつ くり出され、ユニークな楽 しい活動 とな り、
より創造力 を養 うための「創る」活動が展開で きる。
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石を使つて
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材

石 ころペ インテイング

オールシーズン

半 日

何かを連想 させ る形の石、

ポスターカラー (絵の具 )、

サインペン(油 4■ )、 瞬間接着剤、

ラッカー (ス プレーニス)

筆、パレット、新聞紙

(1)川原等で自分の好みの石を見つ

ける。

(2)石 をきれいに洗い乾かす。

(3)石 の形にふさわしい図柄を考え

る。 (い くつかの石を接着剤で く

っつけてもよい)

(4)ポ スターカラーやサインペン等

で色を付ける。

(5)よ く乾いたらラッカーをぬ り、

仕上げる。

ペーパーウエ イ ト

オールシーズン

半 日

座 りのよい石

ポスターカラー (絵の具 )、

サインペン (油性 )、

ラッカー (ス プレーニス)

筆、サ ンドペーパー

(1)座 りの良い石を見つける。

(2)石 をきれいに洗い乾かす。

角張っているところや汚れの

つヤヽているところは、ペーパー

で磨 く。

石の形に相応 しい図柄を考える。

ポスターカラーやサインペンで

色を付ける。

よく乾いたらラッカーをぬ り、

仕上げる。

名

節

間

料

四ｍ
作

季

時

材

５

　

６

５

　

６

具

順

用

手

具

順

用

手

(3)

(4)

(5)

石の形にとらわれた図柄を考えるだけでなく、石をキャンパスがわりにした絵を

描 くのも楽 しい。

7 注意すること

(1)石 の採集場所の安全を確認する。

(2)川原や山での安全指導をする。

(3)長袖、長ズボン、長靴等を着用させる。

(4)ポ スターカラーは、水を混ぜずに使う。

(5)ポ スターカラーが乾いてから次の作業に入る。

(6)ラ ッカーは垂れないように薄くぬる。

(7)色 をぬらずに、自然の素材をそのまま生かすこ

ともよい。

8 その他の作品例

・ 石の人形  ・ 石のモビール ・ 小石のモザイク画 (共同作品もできる)・ ブローチ

・ ペ ンダント

*参考  ・ 森の標本箱 佐々木孝夫他編 小学館
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砂を使つて
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砂絵

オールシーズン

半 日

砂 (色や粒の大きさの違うもの・

石を細か く砕いたものでもよ

い)、 両用紙、木工用接着剤

筆記用具、筆、皿、スプーン、

へ ら

画用紙に下絵を描 く①

木工用接着剤を同じ色や同じ大

きさの砂を使 うところにぬる。

木工用接着剤をぬったところに

砂 を少 しずつ落とす。

画用紙を逆さにして余分な砂を

落とす。

砂を付けた木工用接着剤が乾い

てから、次の吉L分 にとりかかる。

この作業を繰 り返 し、絵を完成

させる。

6手 順

砂の彫刻

春～秋

半 日

砂

スコップ、シャベル、バケッ、

移植ごて、棒

(1)ス コップ、シャベルを使って砂

を集める。

(2)水を含ませ砂を同める。

小さいものをつ くる場合は

バケツに砂をつめ、水を入れ

て逆さにして砂のFttlり をつ く

る。

１
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留
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４
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回印
作
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１
■
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名

節
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料

具

口
巾

作

季

時

材

用

5用 具

手 順 (1)

(2)

(3)

(4)

(5) (3)

(4)

シャベル、移植 ごてで形 を作 る。

細かいところは、棒 を使 って形

を整える。

出来上が った作品の観賞会 をす

る。

(6)

(5)

砂がとれないように、ニスで

固定してもよい。

7 注意すること

(1)制作場所の安全確認をする。

(2)用具の安全な使い方を指導する。

(3)砂 などが目や耳、日に入らないよう気を付けさせる。

8 その他の作品例

・ 地面に直接大きな砂絵を描 く ・ マラカス ・ 砂のお面
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木の実や葉を使つて I
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(2)

マリオネット

本～秋

半 日

木の実、木の枝、竹、針金、

カラーペン、ヒー トン釦、

瞬間接着剤、加t糸 、ラッカー

ペンチ、ナイフ、のこぎり、きり、

袋 (材料集め用 )

材料を採集 し、人形の頭や胴、

手足の部分を決める。

頭部は大きめの実を使い、上部

にヒー トン釘を付ける。

胴部は松ぼっくりなどを使い、

手足の取 り付け部に針金を付けて

お く。

手足は小さめの実を使い、きり

で穴を空け、加t糸 を通 し結ぶ。

カラーペンで頭や肺1、 手足に色

を着ける。

作品にラッカーをぬる。

それぞれの部分を),t糸 でつなぎ、

(3)

(4)

(5)

手足や身体が動かせるようにする

(8)音楽やお話に合わせて動かす。

やじろべ

奉～秋

半 日

木の実、竹ひご (金十金 )、 木の枝、

カラーペン、糸、ニス、細い九太、

瞬問接着剤、絵の呉

小刀、筆、はさみ、ペ ンチ、 きり、

のこぎり、袋 (材料集め用 )

木の実や木の枝を採集する。

採集 してきた材料で作品を考え

る。

きりで木の実に穴を空ける。

名

節

間

料

口
剛

作

季

時

材

5 用 具

6手 川貞 (1)

5 用 具

手 順 (1)

(2)

(6)

(7)

(3)

強 く差 し込むと割れるので

注意させる。

(4)木 の実に顔を描いた りする。

(自 然の素材をそのまま生かすこ

ともよい)

(5)竹 ひごを木の実の穴に差 し込み、

左右のバランスを調整 しながら、

竹ひごの長さを決める。

(6〕 竹ひごと木の実がはずれないよ

うに接着剤 を付ける。

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認、安全帝導をする。

(2)用其の安全な使い方を指導する。

(3)木 の実採集時には、長袖、長ズボン、帽子、軍手等を着用させる。

8 その他の作品例
。モビール ・ 木の実のこま ・ 木の実の笛  ・ 木の実のブローチ
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木の実や葉を使つてⅡ

*参考  ・ 空飛ぶどきどき24号  丸山環境教育事務所
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5 用 具

落ち葉のステンドグラス

秋

半 日

落ち葉、黒画用紙 (A4版 )、

粘着剤付 き透明コー トフィルム 2

枚

カッターナイフ、カッターマ ット、

はさみ、袋 (材料集め用)

手 順 (1)▼ ろヽいろな色の落ち葉を集める

(2)黒画用紙に自由にデザインし、

切 り抜 く。

(3)透 明コー トフィルムの粘着面を

上に向けて置 く。

(4)そ の上に切 り抜いた黒画用紙を

乗せる。

(5)両用紙の切 り抜いたところに、

拾った落ち葉のされいなほうを下

に向けて貼 り付ける。

(6)も う 1枚の透明コー トフィルム

を上から貼 り付ける。

(7)ま わりをはさみで切 り、形を整

える。

(8)光にかざして観賞 し合う。

皿づ くり

秋

半 日

紅葉 した木の葉 (ク ヌギ等幅広い

もの)、

ボール紙、木工用接着剤、絵の具、

ニス (ラ ッカースプレー
)

ひし形の型紙、カッターナイフ、

彫刻刀、カッターマ ット、はさみ、

パ レット、筆

同じ大 きさの葉を 5枚用意する。

(図 1)

葉に型紙を合わせて切る。(図 2)

(切 らなくても重ねて貼っても

よい)

葉の裏に木工用接着剤をつけて

ボール紙に貼る。 (重石を乗せて

押さえる)

くっついてから、業の輪か くに

沿ってカッターナイフ (は さみ)

で切る。 (図 3)

切 り取ったら、適当に外側に折

り曲げる。

皿の裏の紙や切 り日に色をぬる。

ラッカースプレーを吹き付ける。

(図 4)

乾か して完成。

範]3) (□4)

名

節

間

料

四
叩

作

季

時

材

6

5 用 具

6 手 順 (1)

(動

Ⅷ (3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認・安全指導をする。

(2)用具の安全な使い方を指導する。

8 その他の作品例

・ お面  ・ 葉脈 しお り ・ 葉っぱの押 し絵  ・ 葉で紙つ くり



木の実や葉を使つてⅢ
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(3)

木の実の標本

秋

1日

木の実、木の枝、つる、白布、

lttliび ょう、ラベル、木王用接着剤、

]射
二
間接若剤

はさみ、のこぎり、せん定ばさみ、

筆記用具、図鑑、

袋 (材料集め用)

木の実や枝を集める。

木 :千 :用接着剤 とつるを使い、枝

で木枠を細む。

白布をしわにならないように木

枠の裏からШFび ょうではる。

(4)集 めてきた木の実を瞬間接着剤

を使って付ける。

(5)木 の実の名前を調べて、ラベル

に書 き、貼 りつける。

(6)長期保存をするには、ラッカー

などをぬってお くとよい。

木の実は、古 くなると中か

ら虫がでることがある。

葉の図鑑

(3)

本～秋

1日

業 (落 ち葉か押 し業 に した葉 )、

厚紙 とじひも、木I用接着剤、

ラベル

筆記用具、筆、はさみ、

パ ンチ、図鑑 (資 料 )、

袋 (材料集め用 )

木の葉 を集める。

業の裏面に空気が触れない よう

に、まんべんな く木工用接若剤 を

ぬ り、厚紙に貼 る。

葉の表面 に空気が触れないよう

に、まんべんな く木工用接着剤 を

ぬる。

木工用接着剤 は、乾 くと透

明になるが、付 け過 ぎると不

透明な仕上が りになる。

(4)乾 いてから書 き込んだ (名前

採集地・採集年月日・採集者等 )

ラベルをはり、厚紙に穴を空け、

表紙を付けてひもでとじる。

名

節

間

料

作

季

時

材

5 用 具 5 用 具

6 手 順 (1)

(2)

6 手 順 (1)

(2)

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認をする。

(2)用具の安全な使い方を指導する。

(3)材料集めの時は、長袖、長ズボン、軍手等を着用させ、かぶれる車木 (ウ ルシ・デヽ

ゼ等)に気を付けさせる。

8 その他の作品例

・ 昆虫 ・ 植物  ・ 石  ・ 化石  ・ 花

*参考  ・ 冒険図鑑 さとうち堅著 福音館書店

・ 四季の野外活動大辞典 東陽出版
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木を使つて I
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凹

於
杉

動物を創ろう

オールシーズン

半 日

木の枝、葉、木の皮、木の実、

細い九太、つる、釘、板、

カラーペン、ラッカー、絵の具、

瞬聞接着剤

小刀、のこぎり、 きり、筆、

せん定ばさみ、かなづち、はけ、

袋 (材料集め用)

どんな動物を創るか考える。

材料を採取する。

木月ナしの違いや枝の曲が り具合を

利用 し、切る、つなぐ、接着する

等 して作辞1を 創る。

色や模様を付けるほうが良い場

合は、ペイントする。

(ラ ッカーをぬるとつやがでる)

作品展をする。

昆虫 を創 ろう

オールシーズン

半 日

木の枝、葉、木の皮、木の実、

板、細い丸大、つる、釘、

ラッカー、カラーペン、絵の共、

瞬間接着剤

小刀、かなづち、のこぎり、筆、

せん定ばさみ、きり、ペンチ、

昆虫図鑑 (資料 )、

袋 (材料集め用 )

見虫図鑑を見たりして、どんな

昆虫を創るか考える。

材料を採取する。

木肌の違いや枝の曲が り具合を

利用 し、切る、つなぐ、接着する

等 して作品を創る。

色や模様を付けるほうが良い場

合はペイントする。

(ラ ッカーをぬるとつやがでる)

作品展をする。

5用 具
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料

口剛
作

季

時

材

名

節

間

料

口
団

作

季

時

材

5用 具

6 手 州贋 (1)

(2)

(3)

6 手 順 (1)

(2)

(3)

(4)

(4)

(5)

本物の姿にこだわらず、自由な発想で世にも不思議な動物・昆虫をつ くるのも楽 しい。|

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認 をする。

(2)用具の安全な使い方を指導する。

(3)材料集めの時は、長袖、長ズボン、算手等を着用させ、かぶれる草木

ゼ等)に気を付けさせる。

8 その他の作品例

・ ペンダント ・ ヨーヨー ・ 小枝のハンガー ・ 巣箱

(ウ ル シ ハ

*参考  ・ 森の標本箱 佐々木孝夫他編 小学館
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木を使つてⅡ
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時

材

ペンダント

オールシーズン

半 日

ペンダントになる太さの枝 (乾燥

したもの)、 細いつる、絵の具、

ヒー トン釘、木工用接着剤、

ニス、カラーペ ン、瞬間接着剤、

リボンひも

小刀、のこざり、彫刻刀、筆、

きり、はけ、紙やすり、

袋 (材料集め用)

(1)自 然のものからどんな作品が考

えられるか話し合う。

(2)材料を集める。

(3)ペ ンダントの形に切 り、切り口

を紙やすりで平らにする。

(4)図案を考えペングントに下絵を

描 く。

(5)絵の具やカラーペンで彩色した

り彫ったり、細い枝を付けたりし

て飾る。

(6)ラ ッカーやニスをぬり仕上げる。

(7)首 からぶら下げられるようにヒ

ートン釘を付け、つるやひもを通

す。

(4)

(8)

焼 き板で作っても楽 しい。

台にする木 (枝 )に切 り込みを入れ

てカー ドケースを差 し込むと楽 しい

ものができる。

写真立て

オールシーズン

半 日

板、九太、木の枝、釘カー ドケー

ス、つる (ひ も)、

木工用接着剤、カラーペン、

絵の具、ニス、瞬間接着剤

小刀、のこぎり、かなづち、きり、

紙やす り、はけ、電動糸のこ、

彫刻刀、袋 (材料集め用)

どんな写真立てにするか考える。

材料を採取する。

好みの形に切 り、写真 を入れる

カー ドケースの位置を決め、ケー

スの端を小枝等ではさんでとめる。

ケース部分以外の板に図案を考

えて下絵を描 く。

彫刻刀で彫る。

カラーペンや絵の具で彩色する。

裏につっかい棒を取 り付ける。

または、つるで釣 り下げられるよ

うにする。

紙やす りで磨 き、ニスをぬる。

名

節

間

料

口
印

作

季

時

材

5 用 具

5用 其

6手 順

手 順 (1)

(2)

(3)

(5)

(6)

(7)

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認、安全指導をする。

(2)用具の安全な使い方を指導する。

(3)材料集めの時には、長袖、長ズボン、軍手等を着用させ、かぶれる草木

ハゼ等)に気を付けさせる。

8 その他の作品例

・ キーホルダー ・ ブローチ ・ かべかけ ・ 名札  ・ ゴムてっぽう

(ウ ル シ 。

*参考  ・ 森の標本箱 佐々木孝夫他編 小学館
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木を使つてⅢ
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5 用 具

6 手 順 (1)

(2)

(3)

(4)

１
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１
■
　
　
つ
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つ
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刀
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名

節

問

料

作

季

時

材

トーテムポール

オールシーズン

1日 ～ 2日

九大 (聞 伐材 )、 ペ ンキ、

ポスターカラー

のこぎり、なた、かなづち、

のみ、鉤、糸のこ、 きり、筆、

周夕刻刀、スコ ップ

丸太 を運ぶ。

どんなデザ インの トーテムポー

ルにするかグループで話 し合う。

必雰な大きさに丸大をとノ」る。

下絵を描いた リデザインする。

なた、糸のこ、彫刻刀で彫った

リペ ンキで色をぬったりする。

羽や手、足の部分 も手分けして

つ くり、それぞれ先成 したら取 り

付ける。

穴を掘って設置する。

表示板

オールシーズン

1日

llk、 木の枝、麻ひも、針金、

木J:用接着剤、ポスターカラー、

サインペ ン (|「と性 )、 ニス、釘

のこぎり、かなづち、か t)や 、

バーナー、筆記用具、はけ、筆、

タワシ、月ヽ刀、ペンチ

活動場所や山林を歩きながら、

どんな表示板 を作るか相談する。

木の枝を集める。

素材の色や形を活かすようにし、

あまり色づけをしないようにする。

板の_Lに 付ける部分をつ くり、

接着剤で付ける。イl又 は焼 き41又 にし

てもよい。

名

節

間

料

四
則

作

季

時

材

5 用 具

手 順 (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

のみやなたで木を彫るときは

少しずつ進めるようにする。

小さいトーテムポールをたく

さん作って、積み重ねても楽し

い。

字は大きくわか りやす くする。

(5)見 やすい場所に立てたり、麻ひ

もや針金で取り付ける。

雨があたる屋外のものは、ニ

スをぬっておく。

7 注意すること

(1)材料を集める場所や作業する場所の安全確認 。安全指導をする。

(2)用具の安全な使い方や友だちと協力 して進めることを指導する。

8 その他の作品例

・ ゲー ト ・ 看板  ・ 案内板  ・ 掲示板
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木を使つてⅣ
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ツリーハウス

春～秋

1日

丸太、シー ト、段ボール、

ロープ、杭、木のつる、荒縄、

ガムテープ、板、竹

のこぎり、なた、かなづち、

かけや、せん定ばさみ、脚立

(1)森の中でツリーハウスにする木

を決める。

(2)丸太を木の上に上げ、ず り落ち

ないようにロープでしばり、床を

つくる。

枝等にかけるとず り落ちない。|

柱や手す りを取 り付ける。屋根

は木の枝 (シ ート・段ボール)を
使う。

(4)ロ ープや九太などを使ってはし

ごを付ける。

シェルター

春～秋

1日

九太、シー ト、段ボール、板、

竹、ロープ、杭、木のつる、

ガムテープ、荒縄

のこぎり、なた、かなづち、脚立、

かけや、せん定ばさみ、スコップ

(1)シ ェルターをつ くる場所を決め

る。

(2)下草などを刈って、地面を整地

する。

(3)材料を森の中から集めて くる。

(4)九太や木の枝を組み合わせて、

数人が入れるシェルターをつ くる。

野営に使う場合は、雨対策

としてシー トを屋根にかぶせ

ておく。
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5 用 具 5用 其

6手 順 6 手 順

ベースにしている木を痛めないために、釘や針金は使わないようにする。

また、木〃しを痛めないようにロープでしばる部分は、段ボール等でおおい、

その上からロープでしばる。

7 注意すること

(1)材料を集める場所、小屋づくりをする場所の安全確認・安全指導をする。

(2)用具の安全な使い方の指導や友達と協力して進めるよう指導する。

(3)長袖、長ズボン、軍手等を着用させる。

8 その他の作品例

・ アスレチック ・ モンキーブリッジ ・ 丸太小屋 ・ 野鳥観察小屋 ・ 物見やぐら
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つるを使つて

*参考 ・ 自然の学校 平野芳裕著 小学館

・ アウトドアエ作図鑑 家の光協会監修 全国子ども会連合会
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リース

オールシーズン

半 日

つる、木の実、本の葉、木の枝、

細 い針金、 リボ ン、瞬間接着剤

小刀、のこぎり、せん定 ばさみ、

はさみ、きり、ペンチ、

ピンセ ット、袋 (材料集め用)

つるや飾 り付ける木の実・葉・

枝などの材料集めをする。

つるをつ くりたい大 きさによじ

りながら輪にしてい く。

木の実や葉などにきりで穴を空

け、 5 cm程度に切ったはり金を通

しつるのすき間に差 し込み、デザ

インを考え飾 り付ける。

最後に、リボンで飾 り付ける。

かご創 り

オールシーズン

半 日

つる (フ ジ、クズ等 )、 針金

せん定ばさみ、のこぎり、小刀、

なた

太さのそろったつるを集める。

縦になるつるを十文字にする。

横になるつるで しっか り固定す

る。 (区11)

縦になるつるを開いて、横にな

るつるを(3)と 反対方向に編み込ん

でい く。 (図 2)

底ができたら、縦になるつるを

曲げて針金などで仮 どめする。

(図 3)

横になるつるを編み込んでいき

上部まで編んだら折 り返 してとめ

る。 (図 4)

縦のつるを折 り込んでとめる。

形ができたら、陰干 ししてでき

あが り。
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用

5 用 具
ど
貝手 (1)

(2)

(3)6 手 順 (1)

(2)

(3)

(4)

(図 |)

(図 2)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認、安全指導をする。

(2)用具の安全な使い方を指導する。    (口 3)

(3)材料集めの時には、長袖、長ズボン、帽子、軍手等を着用させる。

8 その他の作品例

・ 花びんかざり ・ ランプシェー ド ・ 小鳥の巣  ・ くだものかご ・ ベン入れ



竹を使つて I

*参考  ・野外活動ハンドブック 県立嬉野台生涯教育センター
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用

竹げた

オールシーズン

半 日

もうそう竹、ひも(鼻緒)

竹ひきのこ、なた、木づち、

かなづち、 ドリル (10mm)、 小刀、

やすり、はさみ、きり

竹の節を残すようにして、足の

大きさに合わせ、切る。

切った竹をなたで二つに割る。

足を当てて、鼻緒の穴の位置を

決め、 ドリルで穴を空ける。

ドリルを使って竹に穴を空け

る前にきりで穴を空けてお く。

水でっぽう

オールシーズン

半 日

真竹 (25cm)、 布切れ (木綿 )、

真竹に入る太さの真っす ぐな棒か

竹 (35cm)、 凧糸

竹ひきのこ、小刀、きり、はさみ

真竹を採って くる。

片方の端に節を残 し、筒部分約

25cmの長さに切る。

節にきりで穴をあける。

枝の布を巻 く部分に凧糸を巻い

てから、その上に布を巻き、その

の上を3ヵ 所でしっか りしばる。

名

節

間

料

回
印

作

季

時

材

具

順

用

手6 手 順 (1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(3)

(4)

角を削ってなめらかにする。

鼻緒を結ぶ。

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認・安全指導をする。

(2)用具の安全な使い方の指導をする。

8 その他の作品例

・ 竹スキー 。各種 (ス ギ・紙等)鉄砲  ・ 回転人形

布部分がゆるいと手元に水が

逆流する。店|す ぎると押 し込め

ないので布の巻き方で調整する。

(5)水を飛ばし、必要に応 じて穴を

大 きくする。

穴を大 きくしすぎると失敗する。

(水がもれる)

・ 竹馬 ・ 竹ぼうき

(4)

(5)

*



竹を使つてⅡ

*参考  ・ 野外活動ハンドブック 県立嬉野台生涯教育センター

一-59-一
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名
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間
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具
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季
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材

用

竹食器

オールシーズン

半 日

もうそう竹、真竹、木王用接着斉J

竹ひきのこぎり、なた、木づち、

かなづち、紙やす り、小フJ

l肌→節を両端に残 して切 り、縦

に二つに害Jる 。

おわん 。湯のみ→節を庁民にする

ように切る。

なたで外皮の部分を削 ぐと

六角形や人角形のおわんや湯

のみが作れる。

とっ手は、輪切りにした竹

を二つに割 り、木:[用接着剤

で付ける。

○ 箸→(1)節 と節の間を切 り、な

たで縦に害Jる 。

(2)小刀でけずる。

けが防止のため、どの食器

も紙やす りで切 り口をよくみ

が く。

花づつ

オールシーズ ン

ど
1生 日

もうそう44、 真竹、油|■塗料、

サインペン (油 1生 )

竹ひきのこぎり、なた、木づち、

/1ヽ 刀、 ドリ,レ  (6 mm)、  きり、

紙やす り、定規

(1' 一節残 しその節をll代 にするよう

にしデ」る。 (1又 11)

(2)と っ手ととブJり 落とす部分との境

に線を書 き込む。

(3)の こざりで切れ日を入れてから

なたで何回かに分けて不要部分を

落とす。 (|コ 2)

(4)竹を害1っ て、とっ手部分をつ く

る。 (図 3)

花づつの幅より少し長めに

する。

(5)も ち手 を差 し込 む穴 をあける。

(図 4)

(6)切 り日を紙やす りで きれいにす

る。

(7)水 を入れる部分には、油性塗料

をぬ ってお く。

(8)最 後に もち手 を取 り付 ける。

名

節

問

料

作

季

時

材

6手 順 ○

5 用 其

6 手 順

1)

○

(Iイ三12'

蠅砂

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認 。安全指導をする。

(2)用具の安全な使い方を指導をする。 (口 4)

(3)な たで竹を害Jる ときは、なたの刃を竹に乗せてから木づちでたたいて害Jる 。
(4)竹 を切るときは、最初ゆっくりと動かし、切れ日を入れてからひくようにする。

8 その他の作品例

・ うぐいす笛 (竹笛) ・竹串 ・動物 ・ 竹の水筒 ・貯金ばこ

(
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名

節
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料

口
印

作

季

時

材

育苗ポ ット

春～夏

半 日

実生 (木の赤ちゃん)、 植木鉢、

サインペ ン(油 |■ )、

白色のビニールテープ

移植ごて、はさみ

(1)森 の中に入 り、実生を見つける

箱庭づ くり

春～夏

1日

実生、木の葉、木の実、小枝、

こけ、石、

画用紙、はり金、瞬間接着剤

名

節

問

料

回印
作

季

時

材

５

　

６

具

順

用

手

(2)見つけた実生を生えていた場所

の腐葉土 と一緒に植木鉢に植える。

木工用接着剤、

はさみ、せん定ばさみ、

移植ごて、プランター

実生や木の枝等を集める。

プランターに土を入れ、集めて

きた材料の配置を考え、どんな作

品にするか考える。

小枝で九太小屋や橋を、小石で

岩山や散歩道など、自然物を使っ

てつ くってい く。

・  根のあるものは、そのまま植

える。

学校に持って帰 り、かざる。

自由な発想で、自分の小さ

な世界をつ くる。

5 用 具

6 手 州頁 (1)

(2)

(3)植木鉢に自色のテープをはり、

名前や場所、採集月日を書 く。

(4)学校に持って帰 り、大きく育て

てから植えかえる。

7 注意すること

(1)採集場所の安全確認をする。

(2)用具の安全な使い方を指導する。

8 その他の作品例

・ どんぐりやいろいるな木の実から芽を出させ育てる。

(3)

(4)

―-60-

*参考 ・ 自然の学校 平野芳裕著 小学館
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名

節

間

料

具

口ｒｌ，．
作

季

時

材

用

雪のキャン ドル

積雪時

1時 間

雪、ローソク、ローソク立て

スコ ップ、バケッ、移植 ごて、

ス プ ー ン

(1)どんな形にするか考える。

・  簡単なものは、小さなかまく

らをつ くり、その中にローソク

を立てる。

・ 雪玉をいくつか積み重ねた中

にローソクを立てる。

通路や施設の出入 り国にロ

ーソクを立てるキャンドルポ

ット (雪 とうろう)は 、ロー

ソクの火が風で消えなければ

どんな外観でもよい。

(2)雪 を固め、キ ャン ドルポ ットを

数 ヶ所つ くる。

(3)火 を灯す。

・ 光が雪 に反射 して幻想的空間

を浮かび上が らせ る。

雪像

積雪時

半 日

雪、木片、木炭

スコップ、スノーダンプ、ほうき、

スプーン、バケッ、移オ古ごて

どんな形にするか考える。

雪をかため、アイディアにとん

だものを自由に創る。

・  大 きい雪像は、スノーダンプ

などで雪を集め、踏みFIめ なが

ら雪山をつ くる。

・ 小さい雪像は、雪玉をつ くっ

て固める。

固めた雪を、スコップや移植ご

て、スプーンなどを使って削 り、

像 をつ くっていく。

雪像コンクールをする。

柔 らかい雪では、大 きな物

ができないので、 しっか りと

固めてから削るのがこつ。

名

節

間

料

具

口
印

作

季

時

材

用

6 手 順  (1)

(2)

(3)

(4)

7 注意すること

(1)危険な行動をしないように気をつけさせ、雪の中での安全指導をする。

(2)衣服や手袋が滞れたり汗をかいているので、風邪などひかぬよう健康管理に気を配

る。

(3)用具の安全な使い方や友だちと協力 してすることを指導する。

8 その他の作品I例

・ かまくら ・ 雪の迷路  ・ アイスキャンデー ・ イグルー ・ 雪だるま
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*参考  ・四季の野外活動大辞典 東陽出版



4r動くJ活動
a)クとの巣

121 エレクトリツク・フェンス  '(ッ クフ
ー
ライング

131 ラインナツプ  熊の爪

141サパイ′Wレ ,八イクをしよう

151 山の中を|つき進もう

161いかだを作って1遊ばう

171 写真オリェ:ンテーリング

181 水辺で遊|ぼう

191 雪の中を歩こう

1101 グレート八ンティング

9,1本と友だちになろう
09イーグルー (雪の家)をつくろう

09 ブーメランを作って遊ぼう

01ウ 楽器を作って遊ぽう

1151雪含戦



◎「動く」活動の活用にあたって

体を動かすことは、日常生活の中で絶えず行われている。しかし、これは学校であったり、広場等
きれいに整地されているところでの遊びであったり、家の中での遊びである。野山や川等自然を遊び

場にして動き回るということは凱在非常に少ない状況にある。

自然は、複雑で多様
′
1生 に富み情報量 も多 く、子 どもたちの体験を豊かにする最 も適 し々環境である。

この中で体 を動か し、さまざまな発見や冒険等野性に富んだ体験 をさせ、自然の不思議さや神秘 さを

感 じさせた り、苦 しみや危険を乗 り越えさせることが必要である。これらのことは、た くましさを養

うことにつながった り、創造性や判断力、自立′と、を養った りする、いわゆる生 きる力を養 うことへ と
つながってい くと考える。

そこで、「動 く」 をキーヮー ドに、特に自然の中で自然 と関わ りを深めなが ら動 く活動 を開発 した。

開発 した活動は、「仲問づ くり」 を主 とした “課題解決ゲーム"等の活動、「 自然の厳 しさに挑戦す

るJ“山の中を突 き進 もう"や “いかだを作 って遊ぼう"等の活動、「自然をくわ しく調べてみよう」
とする “雪の中を歩 こう"や “水辺で遊ぼう"等の活動、「自然の ものを遊び道具にして楽 しもうJ

とする “イグルー (雪 の家)をつ くろう"“木 と友だちになろう"等の活動である。

開発 した活動は、シー ト形式にし、イラス トで活動の様子を上段 に表 し、活動がイメージしやすい

ようにした。下段には、ねらい、方法、準備物、人数、活動場所等 を入れてわか りやす くし、プログ

ラム作成時や活動時に子 どもたちにも使えるものとした。

但 し、活動場所は、危険をともなう場合 もあるので、事前に下見を十分にし、安全を確かめてお く
ことが必要である。

活用の仕方は以下のとお りである。

(1)プ ログラム作成時に使用する場合は、教師と子 どもが一緒になって、ねらいや施設の状況等を

考慮 しなが ら活動 を選択する。

(2)活動時に使用する場合は、活動シー トに活動の方法やルール等が言己載 してあるので、子 どもた

ちはその活動シー トを見なが ら活動する。

(3)今回提示 した活動は、あ くまで も基本的なものである。この内容を基にして、子 ども同士、あ

るいは教師と子 どもが一緒になって工夫 し、新 しい活動が開発で きるように活用する。

―-63-―

木と友だちになろう



クモの巣 鰈題解決ゲーム)

*参考  ・ キャンプテキス ト 日本野外教育イlオ究会編 杏林書院
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毒 クモの糸にさわらないように通 り抜けよう !

1 ねらい

・  お互いが言果題解決に向けて協力することによって、グループ員相互問や初めての人との交流

を1剰 る。

2 季節

オールシーズン

3 準備物

麻 ひも、鈴

4 方法

(1)言果題・…グループの全員が、一方か ら反対側にクモの巣を通 り抜ける。

(2)規則…A 体の一部がクモの巣 (麻 ひも)に触れたときは、最初か ら全員がや り直す。

B ひもで仕切 られたそれぞれの空間は、 1度 しか通 り抜けられない。

(3)応用…A 手や足の使用を制限された者を数名つ くる。

B 数名に目隠 しをさせ る。

C 通 り抜ける空間を指定 した り、糸に触れたことが よく分かるように鈴をクモの巣

につける。

5 人数

1グループ 5～ 10人

6 活動場所

安全な林間、キャンプ場など

7 指導のポイント

・ 課題解決が 目的なので、指導者はできるだけ指示 をしないで見守る。

・ 結果 よりもプロセスを大手にする。

・ 規則は、子 どもの発達段階に合わせて変えてよい。



エレクトリック・フェンス  パックフライング
(課題解決ゲーム) (課題解決ゲーム)

*参考  ・ キャンプテキス ト 日本野外教育研究会編 杏林書院
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感電しないように乗り越えよう ! みんなを信 じて、えいっ、たおれるぞ I

2 季節

オールシーズン

3 準備物

九太(直径10cm× 2m)、 ロープ(20m)、 3m程の間隔にある

4本の立木に地面から1.5mの高さでロープを張る。

4 方法

(1)口果題・…ロープにl引Jま れた広場の中からグループ全員が

立木やロープに触れずに外に出る。(ロ ープの

下には目に見えないが、電流の壁がある)

(2)i況只1・ …A 立木やロープに触れたり、ロープの下を

くぐり抜けることはできない。

B 体の一部がロープや立木に触れたときは、

最初から全員がやり直す。

C ロープをliⅢ光えるとき、九大以外の補助用

其を使用してはいけない。

(3)万き用・…A フェンスを腰の高さにし、全員が手をつ

ないだままで行う。(両端の者は片手)

B 全員声を出さずに行う。

5 人数

1グループ 5～ 10人

6 活動場所

立木のある林間、キャンプ場などの広場

7 指導のポイント

・  棒高跳びや走り高跳びなどの要領で、ロープを越えさせ

ない。

・  ナ見則は、子どもの発達段階に合わせて変えてよい。

2 季節

オールシーズン

3 準備物

lm程の台

4 方法

課題・…一人が台上に後ろ向きに立ちそのままの

姿勢で後ろに倒れる。他の者は倒れてく

る人を全員で受け止める。

交替して全員が行う。

5 人数

1グループ 8～ 10人

6 活動場所

室内、キャンプ場などの広場

7 指導のポイン ト

・ 後る向きに倒れる者は、体‖|に 両腕をしっか,つけ(ズボン等を経,しめさせ

るとよヤ)、 ひざや腰を出げずに背筋を真っすぐに伸ばし、頭の方からゆっ(,

倒れる。

・ 台の下で受け止める者は、2大 1組で向かい合って組手を作,、 台に近寄

'過ぎないようにし、倒れる者の腰と上体、頭封|を支えるようにする。

・ 全員が帽子、腕時計、lR鏡等をはずすe

・ 初めから台を使うことは避け、平地で「地蔵倒し」(μl)の練習をしてから行うO

・ 大人が交じって行わせるほうがよい。

倒 て
―

1 ねらい

。 お互いが課題解決に向けて協力することによって、グループ員相互聞や初めての人との交流

を図る。



ラインナップ
(課題解決ゲーム)

*参考 ・ キャンプテキス ト 日本野外教育研究会編 杏林書院

熊の爪
(課題解決ゲーム)

―-66-―
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いちばん高いところに届かせ よう 1落ちないように並びかわろう 1

1 ねらい

・  お互いが課題解決に向けて協力することによって、グループ員相互問や初めての人との交流

を図る。

2 季節

オールシーズン

3 準備物

3m程の間隔にある 2本の立木を利用 して、

九太 を地面から70～ 80cmの高さにロープで岡

定する。丸太 (直径15m× 4m)、 ロープ (15m
× 2本 )

4 方法

(1)課題…グループの全員カリし太の上で正面

を向いて一列横隊にな り、指定 さ

れた順番 (年齢層、名前の50音順、

誕生 日の早い順等)に九太の上で

並びかわる。並びかわったら全員

立って手を結び10数 えればで きあ
‐が り。

(2)規則…立木につかまった り、地面に触れ

たら最初からや り直す。

(3)月い用…数名に目隠 しをさせる。

5 人数

1グループ 5～ 10人

6 活動場所

林問、キャンプ場などの広場

7 指導のポイント

・ 立木の枝を払い、九太の節 を削 り、安全

管理に気をつける。

2 季節

オールシーズン

3 準備物

直径30cm、 高さ 5m以上の枝の出ていない

立木、目印用ロープ (ガムテープでグループ

の名前をつけたもので もよい)

4 方法

(1)課題…立木ので きるだけ高い所に目印の

ロープを結びつける。

(2)規則…全ての人の体の一部が、必ず他の

人と触れていること。立木は支え

にするだけでよじ登ってはいけな

い 。

(3)応用…ロープを結びつける人を 2名 とし、

片手ずつを使 って結びつける。

5 人数

1グループ 5～ 8人

6 活動場所

林間、キャンプ場などの広場

7 指導のポイント

・ 危険を伴 うので、落下 しないよう、乗せ

る人が腰を痛めないよう、安全に気をつけ

させ る。



サパイパル・八イクをしよう

*参考  ・キャンプテキス ト 日本野外活動研究会編 杏林書院
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1 活動について

森林の中に入 り込み、厳 しい条件下の中でテン トイに活を体験 しようとする活動です。やみの中

のテン ト泊を通 して、森林の夜 を肌で感 じた り、また、勉魅地 題 (山 や海のお化け)の世界 を

感 じるわすれられない体験になる活動です。

2 ねらい

・ 小人数の友だちと行動 を共にする中で、友だちの大切 さを感 じるとともに、野外で一夜を過

ごすことにより、夜の自然を感 じる。

3 季節

春～初秋

4 準備物

長袖の服、長ズボン、帽子、手袋、テント、一人用テン ト、懐中電灯、無線機、スコップ、

シー ト、携帯用救急セ ット、 2食分の食料 (パ ン・缶詰・ジュース・チ ョコレー ト等 )

5 方法

(1)グループごとに山の中ヘハイクする。

(2)テ ント村 を作る場所 を相談する。

(3)テ ントを作 り、周辺を散策する。

(4)夕食をとり、夜の森林 を感 じながらテント泊をする。

(5)朝食をとり、テン トを撤収する。

(6)グループごとに集合場所に帰る。

6 人数

1グループ 6～ 7人 (各 グループに指導者がつ くこと)

7 活動場所

森の中や野原

8 指導のポイン ト

・ 危険なもの (ハ チの巣や落石のある崖など)がないか調べてお く。

・  児童の体調をしっか り把握 してお くこと。

・ 各指導者は無線機 を携帯 し、常に連絡が取れるようにしてお くこと。

・ 天候の変化に十分気をつける。

・  中学生の場合は、テン トを使わずシェルター (作 り方は56ペ ージ)を 自分で作 り、夜を過ご

す という活動 も考えられる。



山の中をつき進もう

*参考  ・ キャンププログラム 1 日本野外活動研究会編 杏林書院
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1 活動 について

指定 された方角に向かってとにか く真っす ぐに進んで 目的の場所に達する活動です。途中に荻

があろうと川があろうと真 っす ぐに進みます。自分たちがどこを歩いているのか見当もつかなく

な りますが、苦労 して目的地についた時の気分は最高です。

2 ねらい

。 仲間と協力 して困難を乗 り越えることにより、協力するッとヽや挑戦する意欲などを養 う。

3  冨岳缶行

オールシーズン (但 し積雪のある場合はできない)

4 準備物

地口、コンパス、長ネ由の服、長ズボン、軍手、タオル

5 方法

(1)1グループ 5～ 6人 とし、 1個 のコンパスを与えて進む方向を指定する。

(2)ど うすればその角度を保 ったままで真 っす ぐにいけるのか作戦を立てさせ る。

(3)5～ 6分間隔で順次スター トをさせる。

6 人数

1グループ 5～ 6人 全体の人数も多くないほうがよい。多い場合は 2回 に分ける。

7 活動の場所

林の中

8 指導のポイント

・  もし、迷ってしまった場合のことを考えて、林を抜けた所に道や河原のある場所が適してい

る。

・ 見通 しの悪い笹薮や林 を通るときには、前の人が掻 き分けた枝が後ろの人にあたる場合があ

る (特 に日)ので気 をつけさせる。

・ 体の保護のために長袖の服、長ズボン (少 し厚めの もの)、 帽子、軍手を必ず着用 させるよ

うにする。

・ 危険なもの (ハチの巣、ウルシの木など)、 危険な箇所がないか事前の調査を徹底 しておく。



いかだを作つて遊ぼう
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1 活動について

手作 りいかだで、川下 りやレースをする活動です。スリルを味わい、また、水の冷たさや川底

のぬるぬる、海の塩からさ、波の動 き等 自然を身体で感 じることがで きます。

2 ねらい

。 みんなで協力 していかだを作 り、浮かべて遊んだ り、川下 りやいかだレースなどをすること

により、冒1険心 を呼び起こした り、自然 とのふれあいを深めた りする。

3 季節

春～夏

4 準捕物

トラック用タイヤチューブ 2本、九太 (棒 )6本 、ロープ、のこぎり、なた、はさみ、

オール 2本 (ボー ト用 )、 救命胴衣 (人数分 )、 クラフ トナイフ

5 作 り方

(1)二つのチューブをつなぐ。

(2)枠 になる丸太 (オ本)を しばる。

(3)外枠の九太 (棒 )に チュープを固定 させ る。

(4)中の 2本の九太 (棒 )に チューブを脂1定 させる。

(5)安全のために安全ロープをつける。

6 人数

1グループ 8～ 10人

7 活動場所

川、湖、池、海辺等

8 指導のポイント

・ 流れのはやい場所では行わない。

・ 乗る人には必ず救命胴衣 を着用 させる。

・  いかだは、いかだを浮かべる場所で作 らせる。

・ いかだの材料に、チューブの代わ りに空缶やペ ットボ トルを使 ってみる。
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写真オリエンテーリング

*参考  ・ キャンププログラム 1 日本野タト教育研究会編 杏林書院

十~70+~

′

,

（

ｒ

↓
打
刈

メ

／

「歩きながら、何かを発見しよう 1」

「自然の豊かさをまんきつしよう !」

1 活動について

地図の代わ りに写真 を用いて、あらか じめ設置されたポス トを制限時間内にいかに多 く見つけ

だすかを競 うゲームです。

2 ねらい

大 自然の中で、観察力や空間認識力を養い、自然への関心 を高める。

3 季節

積雪があるとき以外

4 準備物

写真 シー ト、スコアシー ト、時計、筆記用具、ポス ト、集計表

※ 写真シー トは、一つのポス トヘの道順を示す ように要所要所の写真 を数枚、順番に貼 りつ

けたもの。

5 方法

(1)各班がスター ト時間を記入 してから 5分程度ごとにスター トする。

(2)10ポ ス トの写真シー トにしたがってポス トを探す。

(3)ポス トが見つかれば、そのポス トに設定されている問題の解答をスコアシー トに記入する。

(4)写真シー トにしたがって次のポス トを探す。

(5)最後に全員がゴールした時間を記入する。

(6)事前にゴール時間を設定 し、設定時間から前後 1分ずれるごとに減点する。

(7)点数は、各課題 5点で課題の合計点数50点、ゴール時間の点数を50点 とし、合計100点 とする。

※ ただ し、上記の点数設定は参考です。学校独 自で点数は考えて ください。

6 人歎

1グループ 7～ 8人

7 活動場所

自然の豊かなところで、遊歩道や観察路等の道があるところ。

8 指導のポイント

・ 危険なところは、絶対入 らせないように安全指導する。

・ 道に迷いそうなところには、指導者が立つ。

・ 写真 シー トは、活動の時期 と合 うように作成する。



水辺で遊ぼう

*参考  ・ 手づ くり生活術 田中 稔 作 岩崎書店
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1 活動について

身近にある物を利用 して魚を捕ろうという活動です。魚を捕るという目標に向かって、何 をど

のようにすればよいか創意工夫 しなければな りません。子 どものやる気 を起 こす面白い活動です。

2 ねらい

。 手作 りの道具で魚釣 りをした り、魚捕 りをすることにより、自然 とのふれあいを深める。

3 季節

春～夏

4 準備物

メグケかヤダケ (シ ノダケと日子|ずれている)、 糸、空 き缶、ペ ットボ トル、真竹、細 目のロープ、

釣 り針 (作 ってもよい)、 のこぎり、なた、クラフ トナイフ、接着剤、はさみ、きり

5 方法

(1)作 り方

○ つ りざお                ○ 糸

・  メダケ、ヤダケなどの枝をきれいに   ・ 糸は麻糸が じょうぶ。

取 ってさおにする。             ・  タコ糸 (木綿)で もよい。

・  まがっているところは、火であぶっ   ・  ハ リス (針からお もりまでの糸)は より

てなおす。                細 く、 じょうぶなものを選ぶ。

○ 竹筒のどう (も んどり)       ○ お もり

。 長さ50cm～ 60cmの竹の一方の節を残    ・  糸をしば りやすい小石 を見つけて、おも

し、小 さな穴を 2～ 3個 あける。      りにする。

O 水めがね

。 大 きなあきかんを使 う。ふたと底をぬいてとうめいなビニールをは り、ガムテープ (布

(2)

テープ)で とめる。

活動

作 り方の説明を聞き、どんなものを作 るか話 し

材料を集める。

採取 した材料で、いろいろな釣 り道具を作 る。

作れたら川や湖で魚釣 りや魚捕 りをする⑤

合う。 箔の冶し

つヽ )τ
‐`
を1、

釣れた魚 を調理 して食べてもよい し、観賞用にしてもよい。

人数

1グループ 8～ 10人

活動場所

川、湖等

指導のポイン ト

針の扱いに気 をつけさせる。 >卜
勇

水量や活動場所について十分下見をし、安全を確かめる。
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雪の中を歩こう
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「自然のきびしさを体で感 じよう !」

「動物の足あとや巣を探そう !J q

1 活動について

雪の冷たさや冬の寒さ、その中で生 きている動物や虫、春に向かって準備 をしている冬芽など

を観察 し、「生 きている」ことを知るとともに、冬の自然を肌で感 じる活動です。

2 ねらい

。 雪の上を歩 きなが ら、夏場 と違った自然のすばらしさを発見する。

・  自然の厳 しさに挑戦することで、た くましさを養 う。

・ 雪の性質、歩行用具、歩 き方などについて理解する。

3 季節

積雪時

4 準備物

かんじき、クロスカントリースキー、テレマークスキー、ス トック、防寒具

5 方法

(1)雪の上 を歩 く用具を装着する。

(2)平
'日

な場所で歩 く練習をする。

(3)指導員の先導で森や林の中を歩 く。

(4)誰か力Y可か動物の足跡等を発見したらみんなで観察しあう。

6 人数

1グループ10～ 15人

7 活動場所

自然の豊かなところで、積雪の多いところ

8 指導のポイント

・ 急な斜面や危険なところは、絶対に歩かない。

・  コースの案内は、施設の職員や地元の指導者に依頼する。

・  手前に健康チェックをしてお く。
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グループ対抗で動物が りをしよう !

1 活動について

マツ林、スギ林等立ち木がた くさんあ り、下車が整備 された森林や林で「捜すJこ とを課題に

したグループ対抗ゲームです。楽 しみなが ら自然 とふれあうことのできる楽 しい活動です。

2 ねらい

。 動物カー ド集めを通 して、森や林の中を七区け回った り木にとった りして身体を餓える。

・  ルールを:I:夫 した り、グループ内での協力を通 して友だちの大切 さを角|る 。

3 季節

オールシーズン

4 準備物

動物の名前 と絵をかいたカー ド数種類

5 方法

(1)初級

・  用意 したカー ドをあちこちに点狛:さ せてお く。

・  参力日者イよ猟白市 (ハ ンター)に な り、 カー ドを探す。

・ 制限時間内にカー ドを何枚見つけられるかを競 う。

(2)中級

・ 動物一つ一つに点数をつけて、その合計点で競 う。

(3)上級

・  グループ対抗にし、グループ内で一人だけがハンターにな り、後の仲問は猟大になる。猟

大はカー ドを見つけても拾 うことはできず、グループのハ ンターに知 らせて拾 って もらう。

6 人数

1グループ 8～ 10人

7 活動場所

車木のある広い林等

8 指導のポイン ト

・  簡単にカー ドが見つかるのではおもしろくない。例えば木に登 らないと届かないとか、名Iむ

らをかき分けないと見つからないようにするなどいろいろ工夫 させる。

*参考  ・ キャンプテキス ト 日本野外教育イ],l究会編 杏林壽院
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木と友だちになろう
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1 活動について

ロープや板等を使って手作 りの遊び道具を作 って、自然の中で自然にとけこみなが ら遊ぶ活動

です。高い所に上がった り、ゆれる感覚からスリルを味わうことができ、そのことから冒険心が

呼び起 こされる。子 どもたちが生 き生 きと目を輝かせてする活動です。

2 ねらい

。 いろいろな遊び道具を創 りだすことで創造力を養 う。

・  ダイナ ミックな遊びを通 して、身のこなし方や体力を養 う。

・ 自然 とふれあうことで自然のすばらしさを感 じる。

3 季節

オールシーズン

4 準備物

ロープ (麻 のロープが丈夫で長持ちする)、 ブランコ用の板、50cmく らいの長 さの棒

5 方法

(1)木登 り体験 をする。

(2)木の枝の_Lを 歩いた り、枝にぶ らさがった りする。

(3)ロ ープのいろいろな結び方を覚える。

(4)ロ ープを使 った遊びを考える。

(5)木 にロープをくくり遊びがで きるようにする。

(6)遊ぶ。

(7)他のグループが作 ったもので遊ぶ。

6 人数

1グループ 8～ 10人

7 活動の場所

広葉樹
‐
林の中

8 指導のポイント

・ 木登 りをさせる木に登って安全かどうか確かめる。

・  枯れ枝などはあらか じめ t刀 る。

・ 木の下の地面にとがった木や石など危険物がないか確かめる。

・ 低い木の遊びに慣れてから高い木へ と移るようにする。

・  ロープが しっか り結べているか点検する。

*参考  ・ キャンププログラム 1 日本野外教育研究会編 杏林書院
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イグルー (雪の家)をつくろう

影

彦

ｇ

ブ

ν

懺
υ

Ⅵ
／ｔ
　ヽ
ヽ
ぐ

ヽ
ヽ

1 活動について

本来子 どもは、基地をつ くった り、か くれ家をつ くった りして遊ぶことが大好 きである。冬の

自然の中で、雪で家をつ くり、その家を基地にして遊ぼうという活動です。

やわらかい雪で家がつ くれるおどろきや冷たい雪の家が暖かいというおどろきを感 じなが ら、

イヌイット (エ スキモー)の人たちの くらしを少 しだけ体験で きる活動です。

2 ねらい

・ 雪で家をつ くることにより、雪に親 しみ創作の喜びや友だちと協力することの大切 さを知る。

3 季節

降雪の多い時

4 準備物

厚手のゴム手袋、軍手、スキー用手袋、スコップ、バケッ、コンテナ、ビニールシー ト、

移植 ごて、スノーソー (雪 のこぎり)

5 方法

(1)平 らの場所に円形 (直径は 3m程度の)位置を定め、よく踏み固める。

(2)雪 をバケッかコンテナに入れ固める。

(3)バケッやコンテナをひっくり返 して雪を出し、積み上げてい く。

もしくは、スノーソーでブロックを切 り出し、積み上げてい く。

(4)3段 目位から少 しずつ内側に傾 くように積み上げる。

(イ グルーの内と外で協力 しなが ら慎重につみあげる。特に頂上付近は難 しい)

(5)最後に隙間を雪で埋める。

(6)出来たイグルーの発表会をする。

6 人数

1グループ 6～ 8人

7 活動場所

雪が多 く、広い場所

8 指導のポイン ト

・ 道具・工具を安全に使用するように指導する。

・ 急な斜面や、雪崩等のおきないところを選ぶ。

・  イグルーの入 り国のところに前室を作 るとよい。
。 天丼付近は特に難 しいので、協力 して作 らせる。

・  水満が洛ちないように、天丼はできるだけなめらかに ドーム形にさせる。

・  イグルーを十年ることカツ牲ししヽ力身合イよ、 かまくらを十乍らせる。
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ブ…メランを作うて遊ぼう

*参考  ・ 手づ くり生活術 田中 稔 作 オ1崎壽店

―-76-―

/
オース トリアの原住民が狩猟や戦出〕用に使 っていた飛 び道具

1 活動について

ブーメランが帰 って くるイく思議さ、おもしろさを感 じなが ら、人間の知恵のすばらしさを知る

活動です。

2  オ&1ち い

・  手作 りのもので遊ぶ楽 しさや、創作のきびを味わう。

・ 風などを計算に入れながら、自分の元に戻 って くるように投げる方法 を会得する。

3 季節

本～秋

4  ゴ牛1,4勿

ボール紙 (お来子等の空 き箱でもよい)、 クラフ トナイフ、接着剤、ガムテープ、

はさみ、カラーペ ン

5 方法

(1)作 り方

ア 厚めの両用紙か来子箱の紙に、型紙を写 し取

り、縁がなめらかになるように切 り取る。

イ 三枚の翼の片側を点線部分にそって山折 りに

して角度をつける①

ウ 三枚の先端部分に直径 5 mm程度の穴を開ける

と「シェルシュル」 と音を立てて飛ぶ。

(2' 投げ方

ア  「立て投げJと 「回転 J。 山折 りした表面 を顔側に向けて立て、一端 を人た し指 と親指で

はさんで持つ。

イ 手 尚
`を

うまく利か して回IIは をつけ、日の高 さに投げる。右手で投げた場合、左回 りに直径

3～ 4mの弧を描いて戻って くる。

ウ ニ枚を接若 して三 さを加えれば、飛距離 も仲びる。山折 りの角度をきつ くすれば、飛行距

可とは短 くなる。飛ぶ高さは三枚の巽をそらせて調整する。手前で落ちて しまう時は、強 く回

転 させるとよい。横投げ した り、裏面を顔に向けた りすると戻 りにくい。

6 活動場所

広場

7 1旨導のポイント

・  人に当たらないように注意 させる。

三
枚
翼
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
型
紙

…
…
―…
い如
…
・…
…
…
…

単
位
は
一一鳴

点
線
を
山
折
り

（左
利
き
用
は
谷
折
り
）



楽器を作つて遊ぼう

*参考  ・ 手づ くり生活術 田中 稔 作 岩崎書店

―-77-―
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1 活動について

いろいろな音が、い くつ も身のまわ りから聞こえる。その音は、自然の音であった り、人I的
な音であった り…。その音を利用 して音楽が生 まれ、人々の′と、に安 らぎを与えて くれている。

この活動は、原点にかえって、自然物 を利用 して楽器を作 り、それを鳴 らして音楽を楽 しもう

とするものです。

たた く、こする、吹 く等の音の出し方から、いろいろな音を出すのはとて も楽 しいものです。
2 ねらい

・ 竹の長さによって音程を変えた り、今まで何気な く見過ごしてきた自然物や捨ててあるもの

の中から意外な面白い楽器を作 り出した りする体験 をし、手作 り楽器で演奏会等 を行い、音 を

楽 しむ。

3 季節

春～秋

4 準備物

直径 2～ 3 cmの竹、細 目のロープ、幅 4～ 5 cmの板、バチ用の木か41、

クラフ トナイフ、のこぎり、なた、 ドリル

作 り方

音の高 さを決める。

音階がで きたら、竹筒の片方の節 を削る。平 らに削る

よりも、少 し斜めに削るほうが音や響 きがよくなる。

節の向きを交互にして音階順に 1本ずつ しっか り結び、

つないでい く。この時、竹筒の長 さの 4分の 1く らいの

位置にひもを結ぶと、響 きを殺 さずにできる。

結び終わったら、高音狽1の ひもをしゃがんで自分のふ

くらはぎのあた りに結び、低音側のひもは別の人に持 っ

て もらい、斜めに張る。一人の場合は、木や柱に結ぶ⑤

竹筒 を張 り、本の棒や竹のバチでたたいて音 を出す。

5

(1)

(2) ヽ

(3)

(4)

(5)

園

∪

6

⇒

立 っている方は一番上になっている最低音の竹をたたき、

しゃがんでいる方は二本のバチでメロディーを奏でる。

活動場所                        ⇒

工作ので きるところ

指導のポイント

刃物の使い方の指導をする。

ワ
イ



雪合戦 は式ルール)

*参考  ・ 日本雪合戦連盟競技規則集 日本雪合戦連盟ルール委員会編集 日本雪合戦連盟発行

一-78-一
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「ストレスを解消しよう !」

E三] シエルター

1 活動について

冬のスポーツといえば、スキー、スケー トといったものが一呑にあげられますが、今静かなブ

ームとして雪合戦があ ります。雪国の子 どもたちが昔からよくやった遊びです。それをゲーム化

し、凱代の子 どもたちに昔の雪国の遊びを知 らせ ようとする活動です。

2 ねらい

。 テームで作戦 をたてなが ら雪玉を投げ合 うことで、友達 との協力性 を養 う。

・  自然の厳 しさを体験 した り、その厳 しさに立ち向かう強い意志力 を養 う。

3 季節

積雪時

4 準備物

チームフラッグ、ヘルメット、シェルター (高 さ90cm× 長 さ180cmの 雪の壁 )、

雪玉製造器 (1度に45個作れる。ただ し、自分たちで作ったもので もよい)

5 方法

(1)40m× 10mの コー トをセンターラインで 2分 し、それぞれの陣地をさらにバ ックラインで 2

分する。

(2)シ ェルターの 3基はいずれもバ ックラインより前方に設置 し、シャ トーはバ ックラインより

後方でエ ンドラインの近 くに設置する。

(3)チ ームフラッグはシャトーの前方に立てる。

(4)フ ォワー ド4名 (バ ックラインより前だけで競技 )、 バ ックス 3名 (コ ー トはすべて使 って

競技)以上の競技者 7名で競技する。

(5)ゲームは 5分間の 3セ ットマ ッチで、 2セ ット先取 りしたテームが勝ち。

(6)1セ ットに使用で きる雪玉は90個。雪玉の直径は6.5～ 7 cm。

(7)雪玉に当たったらコー トアウ ト。 (競技終了まで待機する。)

(8) 月券貝史は、

ア 相手のチームフラッグを抜いた時点

イ 競技者 7名が雪玉に当てられた時点

ウ 競技時間終了の時は、アウ ト競技者が少ないチーム

の 3段階あるが、すべてが 1司 点ポイン トの時は、ペナルテイースローを行 う。

人数

1グループ 7人

活動場所

広場

指導のポイン ト

顔をねらわないようにさせる。

6

ワ
ｒ

8

冷 井
カ
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Ⅲ 施設間連携5泊 6日プログラム例

―西播磨地区にある施設連携例―

県下各施設が連携を図り、施設周辺の学習資源を広 く活動するこ

とにより、学習を深める。
マウンテンバイク

(1)南但馬自然学校・三室高原野外活動センターの活用

枝打ちや間伐などの山仕事の体験や、自分たちが切った木を素材にした創作活動を通 して、

多 くの生命を育む豊かな森林の大切さに気づかせる。

午   前 午   後 夜 留 意 点

日
目

1南但馬を調べよう |

・校内施設探検

(南但馬 泊)

。エリア内を探検させ、環境に

憤れさせる。

日
目

山の仕事

・ 枝打ち

・ 間伐

・ クラフトの材料搬出

(南但馬 泊)

・ 枝打ち、間伐の場所は、施設
と相談する。

・ 道具の使い方を指導する。
・ 環境教育の観点で指導する。
・ 山と生活とのかかわりについ

て知らせる。

日
目

クラフ ト (個 人選択 )

・ 木の葉の皿

・ 木のプランター

・木の実の標本づ くり

・ 木の枝細工

・ 木の実のプローチ

(南但馬 泊)

・ 素材の特徴を生かしてつ くら
せる。

・ 子どもたちの自由な発想を生
力】させる。

・ 活動は一日かけて行ってもよ
いし、午前午後で選択させて

もよい。

四
日
目

(三室高原へ移動) 三室を調べよう

・ 施設及び周辺探検

(三室高原 泊 )

・施設周辺を探検 し、環境に慣
れさせる。

五

日

目

三室 山登 山 (課題登 山)

・ 木の観察をする

木はだの観察

木の葉の形の観察

(三室高原 泊)

。人工林と自然林との違いに気
づかせる。

・ 班別で口呆題を解きながら登 ら
せる。

・南但馬に生えていた木と、三

室高原に生えている木の違い

に気づかせる。

ハ

日
目

思い出づ くり

・ 寄せ書 きを書 く
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確)南但馬自1然学校・母と子の島の活用

自然の申で、体を動かす体験を通して、協―力する,さや困難を

乗り越えるたくましい心を育てる。 カヤック

夜 留 意 点午   後午   前

・ 班で協力し合いな力手ら、課題

を解決させる。

日
目

|みんなで協力して |

・ 課題解決ゲームー

(南但馬 泊)

・ 長ズがン、長そで、帽子を着

用させる。

・ コースの実地踏査を必ずして
おく。

.焼 きキは、いろんな1方 法
―でつ

くらせる。日
目

山の中を突き進もう 1 焼き!芋研究会を開こう

。指定された方角  ・焼き芋づくり

に真っ直ぐ進む。

(南但馬 泊)

・施設の環境に慣れさせる。

日
目

(母 と子の島へ移動) 施設を知ろう

・施設探検

(母 と子の島 泊)

・救命胴衣を必ず着用させる。
・健康管理を十分する。

四
日
目

無人島でサバイバルキヤンプをしよう

,カ ヌー練習→無人島へ ・夕食づくり ・ テント設営

テント泊

(母 と子の島 1白 )

・ 救命胴衣そ必ず着用させる.。

・ 健康管]里を十分する。
,安全指導を徹底する、

五
日
目

施設へ帰ろう  IVヽかだを作って遊ぼう
|

●テント撤収

(母 と子の島 泊)

海に感謝しよう

・砂浜、施1設清掃

ハ

日
目
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(3)三室高原青少年野外活動センター :昆虫館・母と子の島の渚用

山と海では、それぞれ生 き物や植物が違 うことに気づ き、そ

れらを育む自然を大切に守 っていこうとする意識 を高める。 カッター

午       前 午   後 夜 留 意 点

日
目

昆虫を調べよう

・ 昆虫館見学

(三室高原 泊)

・ 見虫に対する興味や関心を高
める。

日
目

生き物を調べよう 自然の中で夜をすごそう

・森林に住む虫探し  ・ シェルターづくり

・ シェルター泊

(三室高原 泊 )

・ 班ごとに林の中にいる昆虫を
探 し、写真などに記録させる。

・森の間夜の世界を体験させる。
・ 安全指導を徹底する。
・ 健康管理を十分する。

日
目

み

三室山の自然を観よう (課題登山)

・ 植物観察 (高 山植物等)

。見虫観察

・動物の足跡探 し

(三室高原 泊)

・ 植物、動物、昆虫等に関する

口呆題を設定する。
・ 時間を十分にとる。

四

日

目

(母 と子の島へ移動 ) 夜の海を観よう

・ 夜光虫観察

(母 と子の島 泊)

・ 夜の海を十分感 じさせる。

五

日

目

朝の海を観よう 1海にのり出そう

・ 海の生き物観察   ・ カヌー

(母 と子の島 泊)

。海の中の様子を観察させる。
・ 安全指導を徹底する。
・ 枚命胴衣を必ず着用させる。

日
目

自然に感謝

・ 浜辺などの清掃
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(4)三室高原青少年野外活動センター・西はりま天文台公園の活用

森林に住む生 き物や太陽などを観察することを通 して、自

然の不思議や生命の尊さを学ぶ。 野外炊飯

留 意 点午   後 夜午   前

・ 木に関すること、虫に関する

ことなど、はば広 く課題 を設

定する。

日
目

1課題ハイク(班別)

・ 木のはだ調べ

・ 木の実集め

・ 虫探 し

・ 色集め

(三室高原 泊)

・ 虫の鳴き声を記録させ、多く

の生き物がいることに気づか

せる。

・ 頂上に到着する時刻を決め、

各班で自由に登らせる。

1,358mの深呼吸 (班別登山)

・ 鳥、虫の鳴き声を調べる

(三室高原 泊)

日
目

・ 多くの植物が食べ られること

や、山莱に関する昔の人の知

恵に気づかせる。

・ 食べられる山莱かどうか、指

導者が必ず点検する。

日
目

山菜採 り 山来料理教室

・ 山菜を使った野外炊飯

天ぷら

お茶

山菜ご飯 等

(三室高原 泊)

。ふだん見ることのない太陽の

黒点をじっくり観察させる。

・ つ くった望遠鏡で月や星を観

察させ興味や関心を高める。
四

日

目

(天文台へ)1太陽を観察 望速鏡づくり|(三室へ)1 月・星の観察

・ 黒点の観測

(三室高原 泊)

・ 活動が終わったら次の活動を

させる。
。安全指導を徹底する。

五

日

目

自然と遊ぶ (個 人選択)

A クラフト (材料集めから)

B 基地作 り

C ターザンごっこ

(三室高原 泊)

ハ

日
目

三室高原に感謝

・ 施設の清掃
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(5)西はりま天文台公園・赤穂海浜公園・歴史博物館の活用

地域の歴史や産業の調査や体験 を通 して、先人の暮 らしや

知恵、地域の人たちの文化や生活を知る。 牛の見学

午   前 午   後 夜 留 意 点

日
目

歴史を知ろう

・ 県立歴史博物館見学

(天文台公園 泊)

・ 兵庫の歴史や、姫路城につい

て学ばせる。
・ 学習ノー トを用意する。

日
目

農業を体験 しよう

・ 家畜とのふれあい

。牛の乳 しぼり

・ 農業体験

(天文台公園 泊)

・ 農業体験については事前に打
ち合わせをする。

・ 安全指導を徹底する。

日
目

(海浜公園へ)1   塩をつくろう   |(天文台公園へ) 無灯テント泊

・ 県立赤穂海浜公園 ・ オールナイトスカイウォッチング

(天文台公園 泊)

・塩と生活について知らせる。
・ 観察の方法や内容を明確にす

る。

・ 健康管理を十分にする。

四
日

目

休 ′息 熟して冷やせば味がでる|

。こんにゃくづくり

(天文台公園 泊)

。午前中は、体を休めさせる。
・ 昔の人の知恵を知らせる。
・ 自由時間に判理コンテストの

打ち合わせをさせる。

五
日
目

料理コンテス トをしよう

。こんにゃくを使った料理

(天文台公園 泊)

・ 作ったこんにゃくや塩を使っ
て料理を作 らせる。

・ 野外炊飯でできる範囲のメニ

ューにさせる。

ハ

日
目

ありがとう天文台

・ 施設の清掃
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Ⅳ 県立南但馬自然学校開発活動例

1 自然の素材をいかしたミエリース

1 ね ら い

(1)身近にある自然に目を向け、それらを活用する

ことで、自然への興味や関心 を高める。

(2)かず ら、木の枝、木の実などの性質を知 り、そ

れ らをもとに創造する力を培い、創 りあげる喜び

を味わう。

2 実施時期 。時間

4月 ～11月  半 日～ 1日

3準 備 物

☆ 枝の輪切 りを使って

・資料①  ・ 木の枝、葉、実 ・ かず ら ・ のこぎり ・ 剪定ばさみ  ・ 紙やす り

。油性絵の具  ・ 油1生 フェル トペ ン ・ 針金・ バーナー ・ 瞬問接着剤

☆ 木の実や葉を使って

・資料②  ・木の実、葉

・ ペ ンチ

・ かず ら ・ 剪定ばさみ ・ 針金  ・ 瞬問接若剤  ・ きり

実 施 方 法

作品例 をみせる。

かず ら、木の実、葉を集めさせる。かず らは子 どもたちだけでとりに くい場合 もあ り、事向1

に準備 してお く方がよい。その場合乾燥 を防 ぐために水につけるなどしてお く。

必要な用具をわたす。

各自に資料を配布する。

作 り方の説明と安全指導をする。

リースをつ くる。

4

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

5 実施上の留意点

(1)既製作品の形、大 きさ、デザインなどにこだわらず、子 どもたちの自由な発想を引 き出す。

(2)木の枝、業、実は、で きるだけ子 どもたちに採取 させ、自然 とのふれあいの場面 を重視する。

また、本の枝、葉、実の形、色、大 きさ、触 った感 じなどに若 目させ、「 自然の素材 をいかすJ

:J二夫をさせる。

(3)準備から後片付けまでが 一つの活動であることをチ早解 させる。

6 期待 される成果 と発展

(1)子 ども達の自由な発想を大事にすることで、工夫する面白さ、楽 しさ、喜びに気づかせるこ

とがで きる。

(2)身近な自然にある素材の利用 という観点を重視することで、他の自然にある素材の活用へ と

イメージを膨 らますことンうゞで きる。

(3)飾 りとしての創作だけでなく、コースターや表札など実用的なものへ と発展 させることがで

きる。
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資料①

資料②

ミニリースをつくろう 1

ミニリースをつくろう 2

作  り 方 (図 1)

1 1珂 1の ように、作 りたい大きさ (直径)の木の枝

を選び、のこぎりを使って、厚さ5～ 10mmほ どの輪

切 りにします。

2 切 った面を紙やす りでみがいた り、バーナーで焼

いてから布切れでみがいた りして、きれいにします。

(図 2)

3 図 2の ように、本の大きさ (円周)にあわせて、

かずらを巻き付けます。 (接若剤でつけてもよい)

4 図 3の ように、切った面に絵の具などで絵を描い

たり、木の実や業をはってデザインします。 (図 3)

作 り 方 (図 1)

1 図 1の ように、かずらを自分が作 りたいリースの

大きさ (直径)に巻いていきます。

(図 2)
(図 3)

2 図 2の ように、デザインを考え、ひろってきた木

の実や業をそれにあうように選びます。

3 図 3の ように、選んだ木の実や葉に、きりで穴を

開けて、 5 cmく らいに切った針金を通 し、かずらに

くくりつけます。 (接着剤でつけてもよい)
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2 種子を使つたプローチづくり

1 ね ら い

(1)いろいろな種子を使 ったブローチづ くりを通 し

て、オ直物への興味や関心を高める。

(2)工夫する喜びや楽 しさ、創 りあげる喜びを味わ

う。

2 実施時期 。時間

秋が最適 (種子があれば通年可 ) 半 日

3準 備 物

・ 資料  ・ いろいろな種子

・ 木:L用 接着剤  ・ はさみ

・ 厚紙  ・ はぎれ布  ・ プローチピン (安全 ピン)

・ ピンセ ット ・ スプレーニス ・ 木の実、葉など

4実 施 方 法

(1)種子は、その種類、形、色力謝業々 であ り、発芽させる以外にも食用や装飾品など活用の幅が

広いことを知 らせる。

(2)作品例 を見せる。

(3)種子 を集めさせる。その場では見つからない場合が多いので、事前に準備 してお く。その場

合、種子のついている植物をそのまま用意 し、種子 をとらせ る。で きるだけ様々な種類 を用意

する。

(4)各 自に資料 を配布する。

(5)必要な用具をわたす。

(6)作 り方の説明と安全指導をする。

(7)ブ ローチづ くりをする。

5 実施上の留意点

種子の大 きさ、形、色、触 った感 じなどに着 目させるとともに、種子の発芽や成長 と関連 さ

せ、子 どもたちが種子 (植物)への興味や関心 を高めるための方向づけをする。

既製作品のデザインなどにこだわらず、子 どもたちの自由な発想をひき出す。

種子そのものが もつ形や色の特徴 を生か したデザインを工夫させる。

準備から後片付けまでが一つの活動であることを指導する。

(1)

(2)

(3)

(4)

6 期待 される成果 と発展

(1)子 どもたちの自由な発想を大事にすることで、工夫する面白さ、楽 しさ、喜びに気づかせる

ことができる。

(2)種子の首飾 り、種子の絵づ くりなど、他の活動への広が りをもたせることがで きる。

(3)友達や家族への贈 り物 として創作することで、豊かなッとヾ晴を育てることがで きる。
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資料

種子を使つたブローチづくり

作 り 方

1 厚紙に、直径4.5cmと 3.5釦 の円を各 1枚ずつキき

ます。

(図 1) ピンセ ッ ト

2 書いた円をはさみで切 り取 ります。

3 自分が使いたい種子 を選んで、デザインを考えま

す。 (デザインを考えてから種子を選んで もよい)

4 図 1の ように、直径4.5cmの 円形厚紙に木工用接

着剤 をぬ りなが ら、種子 をはっていきます。
(図 2)

:f… …ユ
~f=

スプレーニス

5 図 2の ように、できあがったら表面にスプレーニ

スをふきつけます。 (そ のままでもよい)

6 図 3の ように、はぎれ布でブローチピンをはさむ

ようにし、はぎれ布のはしをで きたプローチの裏

面 と、直径3.5cmの円形厚紙ではさみ接着 します。

(ブ ローチピンをガムテープなどで直接 とめて も

よい)

(図 3)

プローチピ
はぎれ市

※ 種子以外に、木の実や葉でかざって も美 しく仕上

がります。
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3 竹田の町ウォークラリー

*参考  ・ 楽 しいウォークラリー・オリエ ンテーリング 岡野伊典次・萱野政徳共編 文教書院

・ オリエ ンテーリング・ウォークラリー 師岡文男著 国土社

・ 野外活動テキス ト 日本野タト教育研究会編 杏林書院

―-88+~

1 ね ら い

(1)山城追跡、町並み、言い伝えなどを調べること

で、郷土史への興味や関心を高める。

(2)グループで課題を解決することによって、協力

性や判断力、自主性を養 う。

2 実施時期・時間

春、夏、秋  半 日～ 1日

3準 備 物

・ コース図  ・ 問題 と解答用紙  ・ 筆記用具  ・ ポス トマーク ・ 時計

4実 施 方 法

(1)4～ 6人のグループを編成する⑤

(2)「 コース図 (資料‐① )」 と「問題 と解答用紙 (資料②)Jを各グループにわたす。

(3)説明 (下 ll声]参照)と 安全指導をする。

(4)ゴール予定時間を各グループに知 らせ、 5～ 10分おきに出発 させる。

(5)ゴール地点で各グループの到着を確認 し、採点 して成績を知 らせる。

※  「ウォークラリー」 とは

ウォークラリーは、1975年 に日本で考え出されたスポーツです。グループをつ くり、コース

図にしたがって歩 きます。コース中にはチェックポイントがあ り、さが しだすたびに課題がだ

されていますから、解答をグループ全員で考え、解答用紙に記入 していきます。

成績は、スター ト前に知 らされるゴール予定時間にどれだけ近い時間でゴールしたかを競 う

時間得点 と、課題の解答得点の合計であらわ します (資料②参照)。 参加者は筆記用具だけを

用意 します。指導者は出発合図、巡回 (安全指導 )、 到着待ち受け、時間計測、採点など役割

分担 し、また、事前に各チェックポイントに目印となるポス トマークを配置することが必要で

す。

5 実施上の留意点

(1)コ ースや所要時間を把握するために、竹田の町の地図をもとにして十分に実地踏査を行う。

(2)ゆ ったりとした時間設定をし、地域に浸れるような工夫をする。

(3)安全指導を徹底 し、危険な所やポイントには指導者がつ く。

6 期待 される成果 と発展

(1)地域の文化遺産や人々とふれあう体験 をウォークラリーと組み合わせて実施することで、地

域の学習への興味や関心 を呼び起 こす きっかけにすることができる。

(2)課題 を解決する過程で要求される協力性、判断力、注意力は、グループ員の個々の役割を認

識 させるとともに自主性 を育てることにつながる。

(3)それぞれの地域の特色 をいか してアレンジすることができ、子 ども自らがコースや課題を考

え実施することもで きる。



資料①  「コース図」

ウォークラリーの進み方

ウォークラリーでは、交差点や分岐点を一つずつ書 き表わ したものをコマ図と呼ぶ。

コース図とは、スター トからゴールまで州頁番にコマ図を並べたものです。

○  コース図の読み方

(1)コ マ図には、スター トか らゴールまで、 1か ら順に番号がぶってあ ります。その番号の順に

歩いていきます。

(2)自 分の位置は、常にコマ図の中に『●』 とし表されています。

(3)自 分の進む方向は、コマ図の中に lヵ 所だけ矢印『→』で示 しています。

(4)コ マ図は、参加者を中心に描かれるため、東西南北 を気にする必要はあ りません。

(5)コ マ図とコマ図の間の距離は一定 していません。

(6)次のコマ図のところまで道な りに進みます。

(7)チ ェックポイン トでは、課題 を解 きます。

竹
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（周
回
二
・
二
ｋｍ
コ
ー
ス
）

つ

と 3 4 Ｃ
Ｊ

6

li 10 9 8 7

・ …
珊 経 12 13 i5 Iと

↑…飾 する方向

回}サェ羽隔5ト

回…駐鵜

卍―あ 寺

汗…島唇(お 宮)

①―トイレ

Δ…‐あ 基

+9 1721 20 18
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資料②  「問題と解答用紙J

竹田ウォークラリーの問題と解答用紙
(周 回2口 2kmコ ース)

スター ト時間 (  時  分) ゴール時間 (  時  分 )(

名
前

組  サに)

予定時間 (  時間  分)かかった時間 (  時間  分 )

CPl この町は、室IWJ^時 代の城下町です。ここの道路は、その時代につ くられ、ほぼ直角にまが

っていますが、なぜこのような道路をつ くったのでしょうか。
みんなで考えて答えを科きましょう。

(10点 )|

CP2 この石碑 (せ きひ)は、まが りくねった川をなお し、ていぼうをなお して水害をふせ ぐこ

とがで きた記念にたてたものですが、何年につ くられたか訓べて書 きなさい。

(5点)|

この紙のうらに、ここから見える竹田城の石ナロをスケッチし、城を想像 してかきなさい。全

員がかきます。制限時間10分以内です。               (全 員かけたら5点 )

CP3 ここのほこら (家)か ら旭 II町

^公
民館の看板 までの距離 (き ょり)を調べて書 きなさい。

(10点 )|

CP4 このあた りの家には、昔ながらの伝統 (で んとう)の建築様式 (け んちくようしき)が残

っています。今の家 とちがっていると思われるところをみんなで考えて答えなさい。

(10点 )|

CP5 この和,社 は相撲桟敷 (す もうさじき)があ り、兵庫県指定文化財に指定 されています。神

社の名前 をかきなさい。
土俵の直径 (わ らの外側から)を 調べて書 きなさい。

神社の名前 (5点 )

土侠の直径 約 m Cm (5点 )

ここで、先生 とジャンケ ンを して くだ さい。全員が勝 った ら 5点 もらえます。

1先生 のサ イン |
|ジ ャンケン 点    (5点 )|

６

　

・

一一一一一一一一一一一一一一　　・
　
　
　
　
　
一

Ｃ

ここか らは、特 にまわ りをよ く観察 しなが らゴール まで帰 って ください。 ゴール したあ

とで問題が出 され ます。
このお墓 はだれの墓ですか。 また、その人はどんな人ですか。

(10点 )|

ゴール後の問題

(10点 )|

予定の時間―かかった時間三±0 30点  ±10分 まで 20点  ±15分 まで 10点  ±20分 まで 5点 ±30分 まで 0点

問題得点   点十時間得点   点=合計点   点 順位   位

※ 竹 円の‖]‐ の ウ ォー クラ リーは、 この「周回2.2kmコ ースJの ほかに、「登 山道 か らコ ミセ ン1。 lkmコ

ースJ、 「登 山道か らコ ミセ ン 2 kmコ ース」があ ります。
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4 南但馬ナイ ト八イク
1 ね ら い

(1)間の中での体験 を通 して、五感をつかい夜の自

然 を感 じる。

(2) コース選択や課題解決のために友達 と相談す

ることを通 して、協力性や判断力、自主性 を養 う。

2 実施時期・時間

通年 (冬 は趣があってよい) 2時間程度

3準 備 物

(1)各 グループ (イ固人)

・ メモ用紙  ・ 筆記用具

(2)各ポイント

Oポイント1→・ ろうそく (9 cm程度) ・牛乳パック (1ゼ 用)

・ くぎ (3 cm程度) ・ はさみ ・ ガムテープ

○ポイント2→・ 模造紙  ・ クレヨン ・ マ ッチ

○ポイント3 )・・ ビニールシー ト

○ポイント4→・ クリ、サツマイモ、カキ、ジャガイモなど

4 実

・ 銀紙  ・ 机

・ セロハ ン粘着テープ

・ 皿 4枚  ・ マ ッチ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

施 方 法

4～ 6人のグループを編成する。

「ナイトハイク地図 (資料‐①)」 と「各ポイントの課題 (資料②)」 を各グループにわたす。
説明 (資料①参照)と 安全指導をする。
3～ 5分おきに出発 させる。

ゴール地点で各グループの到着を確認する。

各グループの課題解決の結果や感想を発表する。

5

6

実施上の留意点

(1)昼間とくらべて夜は何倍 も危険であるため、昼間の間に実地踏査を十分する。

(2)大声 をあげた り、ふざけた りせず、静かに真剣に取 り組 ませる。

(3)危険なところやポイン トには指導者がつ き、必要に応 じて巡回する。

(4)全 グループ到着後、全員で課題解決についての発表会をする場面を設定する。

期待 される成果 と発展

(1)昼 と違った独特の魅力がある夜 を、五感を通 して感 じさせることによって、新たな発見をさ

せること―ができる。

(2)グループで協力 しなが ら課題 を解決することによって、自主性 と仲間に対するお もいや りの
ッとヽが育 まれる。

(3)1人用テン トで泊まるなど、一人一人が夜を感 じる活動へ と発展 させることがで きる。
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調整池

食 堂

衣館

あづまや

ひのきの館

資料①  「ナイトハイク地図」

南 但 馬 ナ イ ト ハ イ ク
ファィャー場

うさぎコース

O
◇ ◇

9

O
O
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(1)こ の地図を見なが らポイン ト1(P.1)か ら順

番に進みましょう。

(2)それぞれのポイン トには、「南但馬ナイ トハイク

の課題」に書いてある課題があ ります。グループで

協力 して解決 しましょう。

(3)決められた時間に間に合うように活動 しましょう。
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資料②  「各ポイントの課題J

南但馬ナイ ト八イクの課題

☆ポイン ト1

ろうそく、牛乳パ ック、アルミハク、くぎ、はさみ、ガムテープ、セロハン粘着テープがありま

す。下の作 り方を見てランタンを作 りましょう。作れたら、ろうそくに火をつけて次のポイントに

出発 しましょう。

図 1
図 2

ランタンの作 り方

(1)図 1の ように牛乳パ ックの側面に長方形の窓をあけ

て、天丼をくりぬきます。

(2)図 2の ように、(1)で くりぬいた紙を使って、とって

をつけます。
銀紙

図 4

(3)図 3の ように牛乳パ ックの内側にアルミハクをつけ

ます。

(4)図 4の ように牛乳パ ックの底にくぎをさして、うら

からガムテープではりつければ完成です。

くぎ

☆ポイント2

用意 してある模造紙に、自分たちが住んでいる所の有名な建物や食べ物などを絵にしましょう。

ただし、ランタンのあか りを消 して真 っ暗な中でやって ください。で きあがったら先生に模造紙を

わたして、あか りをつけてから次のポイントに進みましょう。

☆ポイント3

グラウンドに敷いてあるビニールシー トに横 になって、夜空を 5分問 じっと見て ください。終わ

ったら、メモ用紙に発見 したことや感想を書 きましょう。

☆ポイント4

4枚の皿の上に食べ物があ ります。食べてみて、その食べ物が何かを当てましょう。ランタンの

あか りを消 してから先生の指示 を聞きましょう。

☆ポイン ト5

5分間じっと耳をすましてみましょう。どんな音がどこから聞こえるかメモ用紙に書きましょう。

☆ポイント6

あなたは、このナイトハイクでどんなことを感じましたか。メモ用紙に書きましょう。

図 3
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5 自然観察ビンゴ

*参考  ・ H7文部省委嘱 科学教室等特別事業実施報告書 月見車が咲いたよ 国立吉備少年 自然の家

―-94-

1 ね ら い

(1)自 然の中から目的とする対象を探索する活動を

通 して、自然への興味や関心 を高める。

(2)五感を使って直接 自然 とふれあうことによって、

自然を再発見させる。

2 実施時期・時間

通年 半 日

3準 備 物

・ 自然観察ビンゴカー ド ・ コース図 ・ 筆記用具  ・ ビニール袋  ・ セロハ ン粘着テープ

・ 時計  ・ 植物、野鳥の図鑑 (写真)な ど

実 施 方 法
4～ 6人のグループ編成をする。

自然観察ビンゴカード (資料①、②)、 自然観察ビンゴマップ (資料③ )、 植物の写真などを

配布する。

進め方の説明と安全指導をする。

最終到着時刻を指示し、一斉に各グループ単位に出発させる。
ゴール地点で各グループの到着を確認する。
どんなことを発見しどんなことに感動 したか、全員でわかち合う。

4

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

5 実施上の留意点

(1)準備について

自然観祭ビンゴカー ドの作成については、まず、子 どもにどのような活動 を要求するかを項

目別に考える。その項 目としては「探すJ「採集するJ「予想するJ「観察 (記録)す る」「感動

を記す」などがある。

また、五感を使 うという観点から「実を食べる (味覚 )」「触る (触覚 )」 などを取 り入れると、

より印象深い活動 となる。

(2)活動時について

ビンゴのゲーム性やグループでの活動 という特性から、ビンゴを完成 させることだけにとら

われて しまう場合が考えられる。 自然にはたらきかけるという視点を明確化 し、活動 を通 して

どんな発見、感動があったかを重視する。

(3)安 /下` について

ウルシなど触るとかぶれるおそれのある植物や、マムシなど危険な生物については、実物や

写真 を提示 して安全指導を徹底する。

また、「食べるJと いう項 目を入れる場合は、明 らかに児童で判断で きるものは、その実物

を見せる。判断できないものは、ゴールまで もって帰 らせ指導者力Wl断する。

6 期待 される成果 と発展

(1)何げなく見過 ごしていた自然の魅力を再発見させた り、初めて出合 う自然への感動を与える

ことによって、自然への興味や関心を高めることがで きる。

(2)子 どもたちに自然観察 ビンゴカー ドを作成 させた り、身近な自然の中からコースを考えさせ

ることによって、自主性・創造性 を養 うことがで きる。

(3)季節に応 じた自然観察 ビンゴや、木のはだを触った感 じを対象にした木はだビンゴ、嗅覚や

味覚を対象にしたビンゴなどへ 目的に応 じた活動に発展 させることができる。



資料①  「自然観察ビンゴカー ド 初級用」

秋の自然観察ビンゴ

南 但 馬 の 秋 を み つ け よ う

○ や り方

全部で 9個のマスがあ り、それぞれに課題が書いてあ ります。たて、横、ななめのどれで もよ

いから 1列課題が解決できれば、ビンゴが一つ完成です。時間内にで きるだけた くさんビンゴを

完成 させ ましょう。

集めたものは、ビニール袋に入れて持 って帰 りましょう。また、カー ドにはりつけるものは、

セロハ ン粘着テープではりつけましょう。

課題は、どの課題か ら取 り細^んで もよろしい。“自然観察 ビンゴマ ップ"を よく見てがんばっ

てね。

※ 食べるものについては、持ち帰 り先生に確認をとってか らにしましょう。

できたビンゴは  ( )通 り

① 秋の七草のどれかを見つ

けたら、ここにはりつけて

名前を書きましょう

② ドングリをひろい、持っ

て帰りましょう

③ クリのイガをさわってみ

ましょう。どんな感じです

か。イガを持って帰 りまし

う

⑥ キノコを2種類見つけて

名前を訓べましょう

④ 黄色の花を見つけてはり

ましょう

⑤ 野′鳥を2種類見つけてな

まえを書きましょう

⑦ センブリの葉をかじって

みましょう

どんな味ですか

③ 種類のちがう葉を5枚集

めましょう

⑨ ナツハゼの実を食べてみ

ましょう

どんな味ですか
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資料②  「自然観察ビンゴカード 中級用」

秋の自然観察ビンゴ

南 但 馬 の 秋 を み つ け よ う

○ やり方

全部で16個 のマスがあり、それぞれに課題が書いてあります。たて、横、ななめのどれでもよ

いから1列課題が解決できれば、ビンゴが一つ完成です。時間内にできるだけたくさんのビンゴ

を完成させましょう。

集めたものは、ビニール袋に入れて持って帰 りましょう。また、このカードにはりつけるもの

は、セロハン粘着テープではりつけましょう。

課題は、どの課題から取組′んでもよろしい。“自然観察ビンゴマップ"を よく見てがんばってね。

※ 食べたり、さわったりするものについては、先生に確認をとってからにしましょう⑤

できたビンゴは  ( )通 り

一-96-―

④ キノコを3種類持
って帰りましょう

① 動物の足あとをス

ケッチしましょう
② クリを持って帰り

ましょう
③ ヨウシュヤマゴボ

ウの実で絵を描きま

しょう

③ 野鳥を3種類見つ

けて名前を書きまし

よう

⑤ 黄色の花を見つけ
てはりましょう

⑥ 動物のふんを持っ
て帰りましょう

⑦ 木の実を5種類見
つけて持って帰りま

しょう

⑫ 木の種類を5つ書
きなさい

③ センブリの葉をか
じってみましょう
どんな味ですか ?

⑩ 種類のちがう葉を
5枚集めましょう

① ナツハゼの実を食
べてみましょう

どんな味ですか ?

⑮ 紫色の花を見つけ
てはりましょう

⑮ カキの実を食べ、
たねを持って帰りま

しょう

⑬ 秋の七車のどれか

を見つけたら名前を

書きましょう
一部を持って帰 り

ましょう

⑭ ′島の鳴き声を3種
類書きなさい
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6 南但馬レス トラン

*参考  ・ す ぐに役立つ野外活動プログラム集 斎藤哲瑯・舟橋明男著 黎明書房

―-98-一

1 ね ら い

(1)グループごとに自慢の料理づ くりやレス トランの設

営を通 して、自主性、協力性、思いや りの心を培 う。

(2)食文化への関心を高めるとともに、 日常の食生活を

振 り返 り感謝する気持ちと物を大切にする心を養 う。

2 実施時期・時間

野外炊飯が可能な時期 半 日～ 1日

3準 備 物

・ 会議用用紙 (資料参照 )

・ 米  ・ 炊飯道具  ・ 食器

・ マウンテンバイク (買 い出し用) ・ メモ用紙 (買 い出 し用 )

・ 薪  ・ 筆記用具 (会議用、買い出し用) ・ 料 ]早 の本など

41舌 動 手 順

(1)オ リエ ンテーション

・ 活動の手順、準備物や注意事項等の説明を聞 く。

(2)グループ会議

。 どんな料理を作るか、必要な食材、道具について話 し合 う。

(3)買い出し、準備

・ 食材の買い出 し班 と炊飯の準備班に分かれる。

(4)調理

・  グループ毎に調理する。

・ できた料理をテーブルに並べる。

(5)会食・片付け

・ T'子 ごとに、自分たちの作 った料理について説明 (工夫、苦労、調理の様子等)する。

・ 他のグループの料理を交換 しなが ら、楽 しく交流する。

(6)わかちあい

。 感想を発表 し合い、共通する喜びや苦労はどんなことだったか確かめ合 う。

実施上の留意点

(1)各 グループが競 うのではな く、協力、工夫、思いや り、感謝などの気持 ちを大切にさせる。

(2)買い出し時の交通安全、炊飯道具や火の扱いなどについて十分指導をする。

期待 される成果 と発展

(1)工夫 しなが ら調理する楽 しさを味わわせ、協力する大切 さについて理解 させることがで きる。

(2)テ ーブルの飾 り付け、食器の:E夫 (竹 の食器づ くり活動 と組み合わせ る等)を 通 じて自然に

ふれさすことで、より味わい深い活動になる。

5

6



資料「グループ会議用用紙」

☆グループの名前 (

★買い出しをする人

★調理の準備をする人

★料理名 (

★料理に必要な材料や調味料 とかかったお金

★ 料理に必要な道具

★ 調理方法 (か んたんに)

南但馬レストラン開店計画 !

～みんなで協力しておいしい料理をつくろう～

)  ★グループ員の名前 (

材料や調味料 数 量 かかったお金 材料や調味料 数 量 かか ったお金

円 円

円 円

円円

円 円

円 円

円 かかったお金 合計 円

道 旦 数  量 道 旦 数  量 道 旦 数  量
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フ マツの葉で大気の汚れ調べ

*参考  ・ 「古少年のための科学の祭典」ガイ ドブ ック (1995)

一-100-

1 ね ら い

(1)マ ツの来の表 l色 Fに ある気孔の汚れ具合を顕微鏡で

観察することを通 して、環境問題への関′とヽを高める。

(2)グループ活動 を通 して、協力性や自主性 を養 う。

2 実施時期・時間

通年  2時間

3準 備 物

・ マツの来  ・ 顕微鏡  ・ スライ ドガラス ・ セロハ ン瑞li着 テープ

・ ライ ト

4実 施 方 法

(1)いろいろな場所からマツの業を採って くる。 (図 1)

・ 学校や自宅など、いろんな場所のマツの業を集める。

・ 採集 したマツの業は、どんな所にどのように生えて

いたかを記録 してお く。

(2' マツの業 をスライ ドガラスの上にのせ、来の平 らにな

っている方を下にして、セロハ ン粘着テープで両端 をと

める。 (図 2)

(3)ス ライ ドガラスを顕微鏡の台の上にのせ、横からライ

トの光をあてなが ら、気孔 を観察する。

(4)60～ 100倍 の倍率で観察すると、視野の中に約50個 の

マツの業

(図 1)

(図 2)

(図 3)

セロハン

粘着テープ

スライドガラス

5

(1)

(2)

(3)

気孔が見える。50個のうちの何イロに汚れがつま

かを調べて記録する。 (図 4)

(何本か訓べて平均 を出す)

(図 4)実施上の留意点

マツの来は、いろいろ違った地域 (住宅地、工場地域、道路ぞい、山等)か ら集める。

マツの英は、今年生えた新 しいもの、 2～ 3年たった古いものの両方集める。

マツの来を採集するとき、交通安全や危険衛所に気 をつけさせ る。マツの持ち主に了解を得

るようにさせる。

マツの業の採集 した場所の様子 を細か く言齢設させる。

期待 される成果 と発展

マツの生えていた場所の人気の汚れ具合がわかる。

いろいろな場所での人気の汚れ具合を、 3段階 ぐらいに分けて地 1珂 の上に詩 き込むと、その

地域の人気の汚れ具合がわかる。

人気の汚れ具合 と車の交通量の関係、また、人気の汚れ具合と道路か らの距離、地形などの

環境条件 との関係 もわかる。

酸性雨調査を、アサガオの葉を通 してすることへ と発展 させることがで きる。

(4〕

6

(1)

(2)

(3)

(4)



資料

マツの葉で大気の汚れ調べ記録カー ド

)班

採 取 場 所 の 環 境 汚れている気了しの数採 取 場 所

校

区

苗

但

馬

自

然

学

校

周

辺
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V 自然学校の円滑な実施のために

自然学校は各学校が主体的に計画 し実施するものであるが、昭和63年度の実施以来、県教育委員会

では、自然学校をより充実 したものとするためさまざまな施策を講 じてきた。

平成 8年度においては、下記のことが らについて、重点的にその徹底を図ってきた。

1 自然学校専門指導員等の配置及びその活用 (平成 8年度)

(1)自 然学校専門指導員の配置 (29名 )

ア 教育事務所等配置  (21名 )→実施校の事前相談・直接指導・事後指導、プログラム相談、

プログラム開発及び研究調査、指導員・救急員等の確保等

イ 県立拠点施設等配置 (8名 )→実施校の直接指導、受入れ準備、下見相談等

痛野台生涯教育センター、号 と子の島、西はりま天文台公図、兎和野高原野外教育センター

(2)自 然学校救急員の配置 (8名 )→実施校のイ1#康安全指導・事前指導、

子 どもの病気 。けが等の応急処置及び医療機関利用の判断、

子 どもの健康状況調査、施設内の安全指導等

奥猪名健康の郷、丹波林問学校、嬉野台生涯教育センター、母 と子の島、西はりま天文台公

陳|、 三室高原青少年野外活動センター、兎和野高原野外教育センター、あけのべ 自然学校

(3)自 然学校専門指導員の派遣

自然学校の実施に際 し、教育事務所等配置の自然学校専 FЧ 指導員を実施校の要請に応 じて派遣

する。

ア 指導内容    →事前指導、現地指導、事後指導

イ 派遣場所及び範囲→ 自然学校専門指導員が所属する教育事務所管内の県立及び市町組合立等

施設及び所属する教育事務所管内の実施校

ウ 派遣申請    →派遣を希望する自然学校実施校は、市郡‖T教育委員会を通 じて教育事務

所長に「自然学校専門指導貝派遣申請書Jを提出する。

2 指導員等の確保方法
実施校が、実施計 FЫ に基づ き、必要な人材の確保を所管の教育委員会に依頼すれば、当教育委員

会は責任を持って教育事務所、野外活動施設 と連携 し、当該自然学校の円滑な実施が図られるよう

にする。

(1)実施校が所管の教育委員会に確保を依頼する。

各 実 施 校
所 管 教 育 委 員 会

(教育委員会で確保する)

所 管 教 育 事 務 所

(教育事務所で確保する)

確保依頼

確保通知

確保依頼

確保通知

(2)所管の教育委員会で確保が困難な場合 |よ 、管内の教育事務所に確保を依頼する。

所管教育委員会

(3)野外活動施設等は、当該汚動施設で確保できる人材 (技術指導員、指導補助員、救急員)を学

校、教育委員会、管内教育事務所に明示 し、十分連携できるようにする。
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3 事業費の補助について
(1)市町が県の補助を受けて実施する自然学校に要する経費に対 し、自然学校推進事業補助金交付

要綱の規定により補助金を交付する。

(2)自然学校推進事業の実施にかかる補助申請及び経費の執行に当たっては、事業の趣旨を踏まえ

主体的に計画された各実施校のプログラム等が円滑に実施できるよう配慮する。

<平成 8年度自然学校実 にかかるネ甫 文寸 単位 (千 円

一-103-一

ク ラ ス 規 模
９

２

つ
０ 4 6

事  業  費 580 920 1,285 1,505 1,735 11995

補助の割合

事業費の2/3

芝生広場で楽 しい弁当



自然学校に活用されている主な宿泊施設

行i白棟収容人教 連   絡住 アili区  分 施  設  名

400 0799-55-0460田  立 淡路青年の家 T656-07 三原刊
`南

淡町阿万塩犀75739

270 0796-76-4730〒66951 朝来祁 llI束 町迫問宇原189南|!馬 自然学校

〒663  FJ宮 市鳴尾浜 1丁 目168 約 400 0798-43-1143総合体育何f

180 0727-69-0485〒66613 川辺利
`猪

名川町杉生宇奥山122

100 今田町教育委員会

0795-97-3088

奥猪名健康の郷

月波林問学校 〒66921 多紀郡今田町木津宇前キ|11912

480 0795-44-0711〒67314 加束利
`社

lH丁下久米嬉野台生涯教育センター

217 07932-7-1508母 と子の島 〒67201 飾磨郡家鳥円]´西島

128 0790-82-0598〒67953 佐用郡佐用町西河内4072
lナ
しlは りま天文台公図

0790-76-2249120

イ種町教育委員会  0790-76-2210

二室高原青少年野外i帝動センター 〒67132 宍栗郡千種‖丁河内宇真所

0791-75-3663〒67943 打:保祁新宮町宮内4587 80,Ll播 磨文化会館

184 0796-94-0211兎湘1野高原野外教育センター 〒66713 美方洲∫村岡町宿字兎和野7911

0799-85-1391〒65615 津名郡一宮町多賀600 60

時t 3ケ

淡路文化会館

六 甲 208 078-891-0001

摩耳焉 150

榊戸市立自然の家 〒657-01 ィl戸市ll[区六甲||十 円「中一里山11

260 0796-97-3601〒66715 美方郡美方 Hl新屋尼崎市立美方高原自然の家

0797-91-0314192争に塚市立少年自然の家 〒66901 宝塚市大原野字松〆毛-1

280 0795-69-1165〒66614 三田市木器南下山126610伊丹市立野外活動センター

160 0795-69-0388三田市立野外活動センター 〒669-14 三田市小柿949

320 0795-87-1633〒66938 氷上郡青垣町西芦田イゲ322組合立丹波少年自然の家

078-947-6181230明石市立少年自然の家 〒674  明石市大久保町江井島567

220 0794-32-5177〒673  加古川市束榊吉町天下原7155加古‖市立少年自然の宏、野外情動センター

0795-22-3703200西脇市立青年の家 〒677  山脇市上比延町字伊勢山14348

100 0795-35-1572加美円]‐立青年の家 〒67912 多可郡加美町豊部184053

0794-43-2155106高砂市立青年の家 〒676  高砂市高砂円]ユ 向島町1710

320 0792-63-2997推降11礁 ノ判断外浦動センタリ年日卜の豹 〒67921 姫路市山田H丁南山田13544

0790-73-0453〒67142 宍栗洲
`波

賀町引原3073 326姫路市立引原野外活動センター

420 0790-62-3121夕F路市立梯野外活動センター 〒67125 宍栗郡山崎町梯31313

0790-75-2355270波賀高砂の家 〒67142 宍栗利
`波

賀町原625

336 0790-34-1515財[1法人14111高 原衛易保険総合レクセンター 〒679-31 神崎郡大河内ll丁 大字小日宇大畑881146

0796-68-0258225あけのべ自然学校 〒66703 養父郡大屋Ⅲl・和田

260 0796-76-4100西宮市立山束少年自然の家 〒66951 卓月来郡山東町栗庇字畑田2179

157 0796-47-1511竹野海岸国民休暇村 〒66962 城崎君l`竹野町竹野

90 0796-28-3375豊岡術易保 1険センター 〒66961 主岡市小島宇荷柄1163

市町組

合立等
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自然学校で活用されている主
:な

県立施設 ■

連   絡所 在 地施  設  名

078-741-6533防 災 科 学 館 〒65卜 11 神戸市北区山田町下谷上字中一里山15-13

0797-32-2255海 洋 体 育 館 〒659  芦屋市浜風町302

0795-59-2001人 と 自 然 の 博 物 館 〒66913 三田市弥生が丘 6丁 目

0795-73-0725〒669-33 氷上郡粕原町田路1023丹 波 年 輪 の 里

0790-47-1182〒67901 加西市豊倉町飯森1282-1フ ラ ワ セ  ン タ

0795-48-5289〒67902 加東郡滝野町下滝野播 磨 中 央 公 園

0794-83-6100三 木 山 森 林 公 園 〒67304 三木市福井字三木山24651

0795-28-4851〒67903 多可郡黒田庄町門柳87卜 14東 は り ま 日時 計 の 丘 公 園

0792-88-9011〒670  姫路市本町68歴 史 博 物 館

0790-77-0103
ナL 虫 館 〒67952 佐用郡南光町月合越617

07914-5-0800〒67802 赤穂市御崎18575赤 穂 海 浜 公 園

0796-78-1701水産試験場内水面漁業センター 〒67934 朝来郡朝来町田路

0796-74-1230北 部 農 業 技 術 セ ン タ ー 〒66952 朝来郡和田山町安井123

0796-28-3085〒66961 豊岡市小島字荷柄1163円  山  川  公   苑

0796-92-2641〒66968 美方郡温泉町丹土但 馬 牧 場 公 園

0799-72-5866淡 路 島 公 園 〒65623 津名郡淡路町岩屋

0799-42-2440淡 路 フ ァ ー ム パ ー ク 〒656-04 三原郡三原町人木養宜上1396

0799-45-1735〒65601 三原郡緑町広田広田147312淡 路 ふ れ あ い 公 園
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平成 8年度自然学校推進事業補助金交付要綱

(通 則 )

第 1条  自然学校子昨進事業補助 金 (以 下「補助 金Jと い う。)の交付 につ いて は、この要綱 の定 める と

ころに よる。

(交付の目的)

第 2条  この要綱は、市町 (市 町の組合含む。以下同 じ。)が、ッとヽ身 ともに訓和のとれた健全な児童の

育成を図るため、豊かな自然環境の中での集団宿泊生活を通 じて自然 とのふれ合いや人とのふれ合い

を体験する学校教育活動 を推進する自然学校推進事業 (以下「補助事業Jと いう。)を実施するため

に必要な経費の一部 を補助 し、もって学校教育の充実に資することを目的 とする。

(交付の対象及び補助金の額等 )

第 3条 県は、市町に対 して、補助事業に要する経費について、予算の範囲内で別表に定める補助対象

経費及び学級規模の事業費限度額により、その 3分の 2以内の額を補助するものとする。

ただ し、自然教室推進事業補助金 (以下「国庫補助金Jと い う。)を受けて補助事業を実施する場

合は、前記の合計額から回庫補助金相当額を減 じた額 とする。

(申 請手続 )

第 4条 補助金の交付 を受けようとする市 lll「 は、交付申請書 (様式第 1号)に収支予算書 (様式第 2号

を添えて県教育長に対 しその定める時期 までに提出しなければならない。

(交付決定 )

第 5条 県教育長は、前条の申請書の提出があったときは、審査の上、補助金を交付すべ きものと認め

たときは、交付の決定を行い、交付決定通知書 (様式第 3号)に より通知するものとする。

(申 請の取下げ)

第 6条 市町は、前条の通知を受領 した場合において交付決定の内容又はこれに付 した条件について不

服があるときは、交付決定の通知 を受領 した日から10日 以内に補助金の交付の中請を取 り下げること

ができる。

2 前項の申請の取下げがあったときは、当該申請に係る交付決定はなかったものとみなす。

(補助事業の遂行)

第 7条 補助金の交付決定を受けた市町 (以下「補助■業者」という。)は、補助事業を遂行するため

に契約を締結 し、又は支払いを行う場合には、法令の定めに従い、公正かつ最小の費用で最大の効果

をあげ得るよう経費の効果的使用に務めなければならない。

(計画変更の承認 )

第 8条 補助事業者は、補助事業の内容 を変更 しようとする場合には、事業計画変更承認申請書 (様式

第 4号)を提出 し、その承認 を受けなければならない。

ただ し、補助金の額に増減をきたすことな く、かつ、実施校数又は児童数の20%を 超える変更以外

の変更については、この限 りでない。

2 県教育長は、前項の承認をする場合においては、必要に応 じて交付決定の内容 を変更 し、又は条件

を付することがで きる。

(事業の中lL又 は廃止 )

第 9条 補助事業者は、補助事業を中止又は廃止 しようとするときは、事業中止 (廃止)等を記載 した
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承認申請書 (様式第 5号)を県教育長に提出し、その承認を受けなければならない。

(交付決定額の変更 )

第10条 補助事業者は、第 5条の規定により通知 された金額 (以下「交付決定額Jと い う。)の変更 を

受けようとするときは、県教育長がす旨定する期 日までに補助金変更交付申請書 (様式第 6号)を提出

しなければならない。

2 県教育長は、前項の申詰があったときは、第 5条の規定に準 じ決定 を行い、補助金交付決定変 lす_通

知書 (様式第 7号)に より通知するものとする。

(事業遅延の届出)

第11条 補助事業者は、補助事業が予定の期間内に完了する見込みがないとき、又は事業の遂行が困難

となった場合には、速やかにその旨を記載 した報告書 を県教育長に提出 し、その指示 を受けなければ

ならない。

(状況報告 )

第12条 補助事業者は、補助事業の遂行及び支出状況について、県教育長が指定する日までに、状況報

告書 (様式第 8号)を 県教育長に提出 しなければならない。

(実績報告 )

第13条 補助事業者は、補助事業が完了 したとき (廃 ILの承認 を受けたときを含む。)は 、その日か ら

起算 して30日 を経過 した日又は補助金の交付決定のあった年度の 3月 31日 のいずれか早い日までに実

績報告書 (様式第 9号)に 1又支決算詩 (様式第10号)を添えて県教育長に提出しなければならない。

(補助金額の確定等 )

第14条 県教育長は、前条の報告を受けた場合においては、報告書等の客杢及び必要に応 じて行 う現地

調査等により、その報告に係る補助事業の実施結果が補助金の交付の決定の内容 (第 8条に基づ く承

認 をした場合は、その承認 された内容)及びこれに付 した条件に適合するものであるかを調査 し迪合

すると認めたときは、交付すべ き補助金の額 を確定 し、補助事業者に補助金額確定通知壽 (様式第11

号)に より通知するものとする。

2 県教育長は、確定 した補助金の額が、交付決定 (第 10条第 2項の規定により変更された場合にあっ

ては、同項の規定により通知 された金額 をいう。)と 同額であるときは、前項の規定 による通知を省

略することができる。

(補助金の交付等 )

第15条 補助金は、前条第 1項の額の確定後、補助事業者か ら提出される補助金請求書 (様式第12号 )

により交付する。

2 県教育長は、必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず概算払いをすることがある。

(交付決定の取 り消 し)

第16条 県教育長は、次に掲げる場合には、第 5条の交付決定の全部又は一部 を取 り消すことがで きる。

(1)第 9条の補助事業の中止又は廃上の申請があったとき。

(2)補助事業者が、この要綱の規定に違反 したとき。

(3)補助事業者が、補助金を補助事業以外の用途に使用 したとき。

(4)補助事業者が、補助事業に関 して不正、怠慢、その他不適切な行為をしたとき。

(5)交付の決定後生 じた事情の変更等により、補助事業の全部又は一部 を継続する必要がな くなった

とき。
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(補助金の返還 )

第17条 県教育長は、前条の取消 しをした場合において、当該取消 しに係る部分に関する補助金が既に

交付 されているときは、期限を定めてその返遠を命ずることができる。

2 県教育長は、第14条第 1項の額の確定を行った場合において、既にその額を超える補助金が交付 さ

れているときは、期限を定めてその超える部分の補助金の返遠 を命ずることがで きる。

(加算金及び遅延利虐、)

第18条 補助事業者は、第16条第 1号から第 3号 までに定める事由により、前条第 1項の規定による補

助金の返還を命 じられたときは、その命令に係る補助金の受領の日から納付の日までの日数に応 じ、

当該補助金の額につ き年10.95%の害J合で計算 した加算金を県に納付 しなければならない。

2 補助事業者は、補助金の返還 を命 じられ、これを期限までに納付 しなかったときは、納付期限の翌

日か ら納付の 日までの 日数に応 じ、当該未納付額につ き年10.95%の割合で計算 した遅延利息を県に

納イ寸しなければならない。

(補助金の経チ耳l)

第19条 補助事業者は、補助事業について収支簿を備え、他の経理 と区分 して補助事業の収入額及び支

出額を記載 し、補助金の使途を明 らかにしておかなければならない。

(補助金調書 )

第20条 補助事業者は、当該補助金事業に係る歳入 。歳出の予算書及び決算書における計上科 目別計上

金額を明らかにする調壽 を作成 しておかなければならない。

(帳簿の備付け)

第21条 補助事業者は、当該補助事業に係る収入及び支出について証拠書類 を整理 し、当該補助事業が

完了 した年度の翌年度か ら 5年間保存 しなければならない。

(書類の経由)

第22条  この要綱の規定により県教育長に提出する書類の提出部数は 2都 とし、補助事業者 (神戸市を

除 く。)は所轄の教育事務所を経由 して、兵庫県教育委員会事務局義務教育課へ提出するものとする。

(ネ市 貝1)

第23条  この要綱に定めのない事項については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律 (昭

和30年法律第179号 )及び補助金等に係 る予算の執行の適正化に関する法律施行令 (昭和30年政令第

255号)の規定によるものとする⑤

2 県教育長及び補助事業者は、国庫補助金の交付等に関 し、国から指示がある場合は、その指示に従

わなければならない。

附  則

1 県教育長が指定する中学校 を対象 として、市 H丁が補助事業を実施する場合について、県教育長は、

その補助対象経費について補助することがある。

この場合において、「児童Jと あるのは「生徒Jと 読み替えて、この要綱を適用する◎
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別表

補助対象 とする経費の範囲は、次のとお りとする。

現地で専 FЧ 家、技術者による諦義、技術等の指導 を委嘱する場合の討帥

等に対する勃↓金 とする。

1 技術指導謝金

教員を助けて児土生徒の引率や指導を行 う指導補助員を委嘱する場合の

指導補助員に対する謝金 とする。

指導補助員については、養護教諭の代替 としての看護婦等 を補助員 (救

急貝)と して委嘱する場合 も補助対象とする。

2 指導補助員謝金

児童生徒が学校か ら自然学校の場 となる施設等への移動及び帰校 に要す

る交通費 (バス付上料を含む)と する。

また、宿泊地か ら他の場所へ見学等で移動する場合の交通費について も

対象とする。

3 交通費

自然学校に利用する施設・設備等の使用料 とする。なお、食事代、見学

料 (観賞料)及び引率教員に係る施設使用料は含 まれない。

4 施設使用料

自然学校の実施に必要な消耗品の購入に要する経費とする。

なお、教材・教具等で明 らかに個人の所有に帰するものは含 まない。
5 消耗品費

要保護・準要保護児童生徒にかかる食事代、見学料、教材費などの負担

に要する経費 とする。

要保護 。準要保護

児童生徒にかかる食

事代等に要する経費

6

キャンプファイヤー
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分   野 氏  名 所 属 ・ 職 名

山 田   誠 神戸市外国語大学教授 (委員長)

山 田 卓 三 兵庫教育大学教授 (副委員長)学識経験者

人 見 修 一 兵庫教育文化研究所事務局長

】ヒ  本寸  ナL  厖多 県立兎和野高原野外教育センター 自然学校専Fl指導員(駐在指導担当)

野外活動施設関係者

綿 巻 秀 樹 県立嬉野台生涯教育センター 自然学校専門指導員(駐ね―:指導担当)

木 村 一 辟 但馬教育事務所  (自然学校推進担当)

岸 田   薫 東播磨教育事務所 自然学校専門指導員 (派遣指導担当)
自然学校専門指導員

西 山 由 哲 西播磨教育事務所 自然学校専 P弓指導貝 (〕R遣指導担当)

関係行政機関関係者 笠 原 清 次 義務教育課指導主事 (自 然学校担当)

松 野 雅 幸 和田山町立大蔵小学校教諭

吉 見 典 彦 青垣町立佐治小学校教諭自然学校実施校教員

演 田 篤 則 宝塚市立南ひばリガ丘中学校教諭

北 本 重 安 県立南但馬自然学校指導主事

小 谷 一 良 県立南但馬自然学校指導主事

芦 田   哲 県立南但馬自然学校指導主事

南但馬自然学校

福 本 千 歳 県立南但馬自然学校指導主事

平成 8年度兵庫県立南但馬自然学校プログラム研究委員会委員
0慣不同)

高 見 忠 宏 丹有教育事務所 自然学校専門指導員(南但馬自然学校期間比在担当)

自然学校専門指導貝

岸 本 達 也 但馬教育事務所 自然学校専門指導員(南但馬自然学校期間駐在担当)

~~110+~
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